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本
報
告
書
は
、
平
成
一
七
年
度

1
平

成

一

九

年

度

に

お

け

る

科

学

研

究

費

補

助

金

(

基

盤

研

究

に

よ

る

「

律

令

国

家

・

王

朝

国
家
の
国
家
軍
制
に
関
す
る
総
括
的
研
究
」
(
課
題
番
号
-
芯
M

。C
M

)

の
研
究
成
果
の
一
端
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
課
題
は
申
請
者
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
二
つ
の
方
向
か
ら
研
究
を
す
す
め
て
き
た
。
第
一
の
八
世
紀
律
令
軍
制
研
究

で
は
、
律
令
軍
制
を
、
朝
鮮
半
島
を
統
一
し
た
新
羅
と
の
朝
貢
関
係
を
維
持
・
強
要
す
る
た
め
に
建
設
し
た
大
規
模
徴
兵
制
軍
隊
と
と
ら

え
る
立
場
か
ら
、
そ
の
構
造
と
形
成
過
程
・
展
開
過
程
・
解
体
過
程
の
解
明
を
す
す
め
数
編
の
論
文
を
公
表
し
て
い
た
。
し
か
し
展
開
過

程
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
公
表
し
た
だ
け
で
あ
り
、
細
部
の
つ
め
た
検
討
が
不
十
分
な
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
ま
た
訓
練
に
お
け
る
精
神

教
育
の
役
割
に
つ
い
て
、
古
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
視
点
か
ら
深
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
本
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
つ
い
て
論
文
に
ま
と
め
る
準
備
が
で
き
た
。
ま
た
申
請
者
の
律
令
軍
制
学
説
へ
の
最
近
の
批
判
に
対
す
る
反
批
判
を
兼
ね
た

兵
士
任
務
に
関
す
る
実
証
的
論
文
を
用
意
し
た
。
そ
れ
が
本
研
究
成
果
報
告
書
に
掲
載
す
る
論
文
「
軍
団
兵
士
の
平
時
勤
務
の
本
務
と
「
雑

使」

l

『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
六
月
丁
巳
条
の
「
令
条
以
外
、
不
得
雑
使
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

l
」
で
あ
る
。
第
二
の
一

0

1
一
二

世
紀
の
王
朝
国
家
軍
制
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
家
の
軍
事
指
揮
権
の
発
動
と
し
て
の
「
追
捕
官
符
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
反
権
力
武
装

蜂
起
を
抑
圧
す
る
た
め
の
国
家
の
軍
事
力
編
成
の
構
造
、
そ
の
形
成
過
程
・
展
開
過
程
に
つ
い
て
、
武
士
の
形
成
過
程
と
の
関
連
に
お
い

て
解
明
を
す
す
め
、
本
研
究
課
題
に
取
り
組
む
以
前
に
す
で
に
一

O
編
近
い
論
文
を
公
表
し
、
そ
の
全
体
構
想
を
拙
著
『
武
士
の
成
長
と

院
政
』
(
講
談
社
日
本
の
歴
史

O
七

巻

二

O

O
一
年
)
で
明
ら
か
に
し
た
が
、
本
研
究
課
題
に
よ
っ
て
、
申
請
者
の
学
説
を
み
ず
か
ら

再
検
討
し
、
院
政
期
の
国
家
軍
制
、
鎌
倉
幕
府
守
護
体
制
へ
の
展
開
に
つ
い
て
明
確
な
展
望
を
得
た
。
本
研
究
で
は
あ
ら
た
め
て
キ
ー
ワ

ー
ド
で
あ
る
「
追
捕
官
符
」
史
料
を
収
集
整
理
し
な
お
し
て
再
検
討
作
業
を
す
す
め
た
の
で
、
収
集
し
た
「
追
捕
官
符
」
史
料
を
研
究
成

果
の
一
部
と
し
て
本
研
究
成
果
報
告
書
に
掲
載
す
る
。
な
お
本
研
究
期
間
の
最
末
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
山
口
県
史
通
史
編

I
原
始
古
代
』

の
申
請
者
執
筆
部
分
(
次
べ

l
ジ
に
タ
イ
ト
ル
掲
示
)
は
本
研
究
課
題
と
密
接
に
関
わ
る
成
果
で
あ
る
。

本
研
究
に
よ
っ
て
申
請
者
の
律
令
軍
制
研
究
・
王
朝
国
家
軍
制
研
究
は
ほ
ぼ
完
結
し
た
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
『
日
本
律
令

軍
制
史
研
究
』
(
仮
題
)
・
『
日
本
王
朝
国
家
軍
制
史
研
究
』
(
仮
題
)
と
し
て
刊
行
す
る
.
準
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

lま

し

カミ

き

l
研
究
成
果
の
概
要

l

(

C

)

)
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研
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組

織
研

究
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者
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年
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平
成
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年
度

平
成
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年
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一、

六

O

O
千
円

八

O

O
千
円

九
一

O
千
円

三
一

O
千
円

一、

(
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
)

(
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
)

(
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
)

(
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
)

(
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
)

(
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
)

(
広
島
大
学
教
育
学
部
学
生
)

(
直
接
経
費

(
直
接
経
費

(
直
接
経
費

一
、

六

O

O
千
円

八

O

O
千
円

七

O
O
千
円

研

究

発

表

学

会

誌

等

下
向
井
龍
彦
「
軍
団
と
兵
士
」

『
山
口
県
史
通
史
編

I
原
始
古
代
』
第
七
編
第
四
章

下
向
井
龍
彦
「
変
動
期
の
瀬
戸
内
海
海
域
」

『
山
口
県
史
通
史
編

I
原
始
古
代
』
第
九
編
第
三
章

下
向
井
龍
彦
「
対
外
緊
張
と
周
防
・
長
門
地
方
」

『
山
口
県
史
通
史
編

I
原
始
古
代
』
第
一

O
編
第
四
章

下
向
井
龍
彦
「
徒
歩
の
実
資
、
乗
車
の
実
資
」

『
日
本
歴
史
』
七
一
二
号
二

O

O
七
年
九
月

下
向
井
龍
彦
「
清
盛
伝
説
と
音
戸
瀬
戸
」

『
中
国
新
聞
』
ひ
ろ
し
ま
歴
史
回
廊
⑤
(
叩
回
連
載
)

間
接
経
費

間
接
経
費

間
接
経
費

二
O
O
八
年
三
月

二
O
O
八
年
三
月

二
O
O
八
年
三
月

O
円
)

O
円
)

一二

O
千
円
)
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二

O

O
六
年
七
月

1
九
月



軍
団
兵
士

の
平
時
勤
務
の
本
務
と

『
続
日
本
紀
』

慶
雲
元
年
六
月
丁
巳
条
の

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、

『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
(
七

O
四
)
六
月
丁
巳
条
の

「
令
条

以
外
、

不
得
雑
使
」

の
記
事
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
近
年
提
起
さ
れ
て
い
る
律
令
軍
制

に
つ
い
て
の
私
見
批
判
に
答
え
、
本
記
事
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、

兵
士
に
対
し
て

訓
練
に
専
念
さ
せ
る
た
め
に
「
令
条
に
認
め
ら
れ
た
雑
使
」

「
雑
使
」

以
外
の

使

役
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
雑
使
制
限
規
定
で
あ
っ
た
、

と
す
る
私
見
が
正
し
い
こ

と
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
一
見
、

些
細
な
史
料
解
釈
に
す
ぎ
な

い
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
は
律
令
軍
制
・
軍
団
兵
士
制
の
本
質
に
関
わ
る
重
大
な
論

点
で
あ
る
。

近
年
の
律
令

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
私
見
を
委
曲
を
尽
く
し
て
説
明
し
、

軍
制
研
究
の
誤
っ
た
方
向
を
正
し
た
い
と
思
う
。

て
最
近
の
軍
団
兵
士
制
研
究
の
傾
向

か
つ
て
私
は
、
論
文
「
日
本
律
令
軍
制
の
基
本
構
造
」
叫
に
お
い
て
、

兵
部
省

l
国

司
の
軍
事
行
政
に
よ
る
全
国
軍
事
力
デ
ー
タ
の
集
中
管
理
、

国
街
に
よ
る
徴
兵
事
務

と
統
一
規
格
兵
器
の
計
画
生
産
、

「
陣
法
」
に
も
と
づ
く
全
国

軍
団
の
平
時
編
成
と

「
雑
使
」

「
令
条
以
外
、

不
得
雑
使
」

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

i

下

井

音E

彦

向

共
通
訓
練
、
動
員
計
画
、
戦
時
編
成
な
ど
、
律
令
軍
制
の
全
体
構
造
を
検
討
す
る
こ

と
を
通
し
て
、

日
本
律
令
軍
制
は
新
羅
に
朝
貢
を
強
要
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
大

規
模
徴
兵
制
軍
隊
で
あ
っ
た
、

同
じ
構
想
の
も
と

ー 3-

と
結
論
づ
け
た
。
こ
の
結
論
は
、

に
発
表
し
た
続
稿
「
日
本
律
令
軍
制
の
形
成
過
程
昭
」

「
軍
縮
と
軍
拡
の
奈
良
時
代

「
光
仁
・
桓
武
朝
に
お
け
る
軍
縮
改
草
に
つ
い
て
叫
」

と
と
も
に
、

七
世
紀
後

半

1
八
世
紀
の
日
本
・
新
羅
の
国
家
間
外
交
の
展
開
過
程
、
ま
た
奈
良
朝
政
治
過
程
、

さ
ら
に
は
日
本
律
令
国
家
論
の
い
っ
そ
う
の
深
化
に
対
し
て
、
大
き
な
展
望
を
開
く

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
す

そ
の
な
か
で
私
は
、

軍
団
兵
士
の
平
時
勤
務
の
中
心
は
全
国
統
一
マ
ニ
ュ
ア
ル

「
教
習
武
芸
式
」

J

に
も
と
づ
く
全
国
共
通
訓
練
で
あ
り
、

「
陣
法
式
」

(
お
よ
び

そ
の
目
的
は

「
基
本
戦
技
と
進
退
動
静
の
基
本
動
作
に
習
熟
さ
せ
、
実
戦
に
た
え
う

る
戦
闘
力
に
鍛
え
上
げ
て
い
く
こ
と
だ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
上
番
中
の
兵
士
を
で
き

る
か
ぎ
り
教
練
に
専
念
さ
せ
、
他
の
目
的
に
使
役
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
よ
う
立
法

化
さ
れ
て
い
る
。

『
令
条
以
外
、

不
得
雑
使
』
は
そ
の
規
定
で
あ
る
」

(
二
四
頁
)

と
し
た
う
え
で
、

訓
練
の
具
体
的
方
法
・
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加



そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
注
に
お
い
て
、
「
(
野
田
嶺
志
氏
H

は
)
国
内
上
番

兵
士
の
主
要
任
務
を
、
軍
防
令
以
下
の
兵
士
使
役
規
定
か
ら
諸
施
設
の
守
衛
・
修
理

え
た
。

等
に
求
め
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
『
令
条
』
に
認
め
ら
れ
た
『
雑
使
』
な
の
で
あ
り
、

兵
士
の
本
来
的
な
任
務
で
は
な
い
」

(
四
一
頁
)

と
述
べ
た
。

こ
の
注
は
、
拙
稿
本

文
の
主
張
を
補
足
す
る
と
と
も
に
、
守
衛
・
修
理
な
ど
の

「
雑
使
」

を
兵
士
の
主
要

業
務
と
み
る
野
田
説
が
根
本
的
に
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
示
す
た
め
で
あ
っ

た。
以
上
の
私
の
見
解
、
す
な
わ
ち
兵
士
国
内
上
番
の
主
要
任
務
は
訓
練
で
あ
り
、
令

条
に
規
定
さ
れ
た
兵
士
使
役
は
従
属
的
・
副
次
的
な
「
雑
使
」
で
あ
る
と
い
う
見
解

は
、
そ
の
後
、
学
界
の
共
通
認
識
と
し
て
定
着
し
た
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
。

一
年
の
軍
制
改
革
に
つ
い
て
」
刊
に
お

と
こ
ろ
が
近
年
、

中
尾
浩
康
氏
は

「
延
暦
一

い
て
私
見
に
批
判
を
加
え
、

私
が
引
用
し
た

「
令
条
以
外
、

不
得
雑
使
」

の
文
言
は

「
『
令
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
外
に
、
雑
事
に
使
役
す
る
な
』
と
解
釈
す
る

の
が
妥
当
で
あ
り
」

(
五
八
頁
)

国
内
上
番
時
の
兵
士
の

「
役
務
」

(
中
尾
氏
は

「
役
務
」

と
呼
ぶ
)

訓
練
と
守
衛
・
修
理
・
追
捕
・
逓
送
な
ど
の

の
う
ち
、

「
い
ず

れ
か
一
方
を
強
調
し
す
ぎ
る
の
は
適
切
で
は
な
く
」

(
五
五
頁
)
、

訓
練
も
守
衛

修
理
そ
の
他
も
ど
ち
ら
も
「
明
確
に
令
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
当
然
そ
れ
ら
は

『
兵
士
の
本
来
的
任
務
』
に
該
当
す
る
」

(
五
八
頁
)

「
雑
使
」

と
は

私

と
し
、

業
的
な
使
役
行
為
の
こ
と
を
指
す
」

(
五
九
頁
)

と
論
じ
た
。

訓
練
と
守
衛
・
修
理

-
追
捕
等
の

「
役
務
」

を
同
等
の
重
要
性
を
有
す
る
任
務
と
す
る
と
と
も
に

(
そ
の

う
ち
兵
士
が
専
従
す
る
守
衛
と
訓
練
を
最
重
要
と
し
、

両
者
の
う
ち
兵
士
廃
止
に
よ

っ
て
代
替
措
置
が
と
ら
れ
た
守
衛
を
さ
ら
に
最
重
要
と
す
る
)
、

私
の

「
令
条
以
外
、

の
解
釈
が
誤
り
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
な
史

料
解
釈
に
お
い
て
私
見
に
綻
び
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
の
律
令
軍
制
論
は
根
源
的

不
得
雑
使
」

な
問
題
を
苧
む
こ
と
に
な
る
。

た
し
か
に
氏
の
逐
語
訳
は
誤
り
と
は
い
え
な
い
。

が
後
に
詳
論
す
る
よ
う
に
、

的
に
間
違
っ
て
い
る
す

記
事
全
体
の
解
釈
(
内
容
理
解
)

に
お
い
て
氏
は
根
本

そ
の
後
も
私
見
を
批
判
し
つ
つ
訓
練
と
訓
練
以
外
の
守
衛
・
修
理
な
ど
が
同
等
の

訓
練
の
重
要
性
を
相
対
化
す
る
と

と
も
に
軍
団
の
主
た
る
設
置
目
的
を
国
内
治
安
維
持
と
す
る
論
文
が
あ
い
つ
い
で
発

表
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
喜
章
氏
「
軍
団
兵
士
制
の
展
開
に
つ
い
て
叫
」
は
、

重
み
を
持
つ
兵
士
の
中
心
任
務
で
あ
っ
た
と
し
、

私
見
を
批

判
し
つ
つ
中
尾
氏
と
同
じ
く

「
平
時
に
お
け
る
最
重
要
任
務
が
、

訓
練
と
国
府
な
ど

の
守
衛
で
あ
っ
た
」
と
訓
練
・
守
衛
同
等
論
を
述
べ
、
吉
永
匡
史
氏
「
律
令
軍
団
制

の
成
立
と
構
造
J

に
い
た
っ
て
は
、

野
田
氏
の
研
究
を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
中
尾
氏

が
作
成
し
た
兵
士

「
役
務
」
表
に
よ
っ
て
、

「
平
時
に
お
け
る
兵
士
の
主
要
任
務
」

lま

「
兵
士
た
る
大
前
提
で
あ
る
軍
事
訓
練
を
除
く
と
、

(
守
衛
・
守
固
、
修
理
・
修

営
、
防
援
・
逓
送
・
追
捕
の

l
下
向
井
が
論
旨
か
ら
補
う
)

い
ず
れ
の
職
務
も
国
司

の
地
方
支
配
に
必
要
な
治
安
維
持
活
動
」

動
叫
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
吉
永
氏
は
、
国
府
や
軍
団
兵
庫
の
守
衛
、
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(
四
五
頁
)
11 

「
日
常
的
な
『
札
察
』
活

兵
庫
や
武
器
や

堤
防
の
修
理
ま
で
、

「
国
司
の
地
方
支
配
に
必
要
な
治
安
維
持
活
動
」

に
拡
張
解
釈

つ
い
で
に

こ
れ
で
は
四

O
年
前
の
野
田
嶺
志
氏
の
見
解
ま
で
逆
戻
り
で
あ
る
。

「
兵
士
た
る
大
前
提
で
あ
る
軍
事
訓
練
」
に
つ
い
て
の
吉
永
氏
の
理
解

(
『
将
来
の
征
行

し
て
し
ま
っ
た
。

を
引
用
す
れ
ば
、

「
平
時
に
お
け
る
軍
団
兵
士
の
軍
事
訓
練
は
、

の
た
め
と
い
う
よ
り
』
)

要
害
防
守
等
の
日
常
的
な
『
札
察
』
活
動
の
他
、

現
行
政

府
を
脅
か
す
反
乱
や
他
国
か
ら
の
侵
略
へ
の
即
時
的
対
応
と
い
っ
た
、
統
治
維
持
の

た
め
の
軍
事
活
動
に
必
要
な
レ
ベ
ル
に
維
持
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、

そ
の
維
持

が
征
行
に
お
い
て
高
い
戦
闘
力
を
発
揮
す
る
基
盤
に
な
る
」

(
四
六
頁
)
、

「
平
時

に
お
い
て
重
要
な
の
は
、

所
々
で
守
固
す
る
際
に
起
こ
り
得
る
不
測
の
事
態
に
対
応

と
い
う
。
年
間
六

0
日
間
の
訓
練

す
る
個
別
軍
事
対
応
能
力
で
あ
る
」

(
四
四
頁
)

だ

(
そ
の
問
、
吉
永
氏
に
よ
れ
ば
、
追
捕
・
守
衛
・
修
理
・
逓
送
な
ど
種
々
の
勤
務
が



あ
る
)

で
習
得
さ
れ
る
、

「
現
行
政
府
を
脅
か

「
日
常
的
な
『
札
察
』
活
動
」

か
ら

す
反
乱
や
他
国
か
ら
の
侵
略
へ
の
即
時
的
対
応
」
を
可
能
に
す
る
訓
練
と
は
、
ど
の

よ
う
な
内
容
の
訓
練
な
の
だ
ろ
う
か
(
対
テ
ロ
特
殊
部
隊
か
レ
ン
ジ
ャ

l
部
隊
の
訓

続
を
連
想
し
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
)
。

年
間
最
大
で
六

0
日
間
し
か
訓
練
を
受
け

な
い
徴
兵
制
軍
隊
の
公
民
兵
士
に
、

そ
の
よ
う
な
即
時
的
対
応
能
力
の
あ
る
高
度
な

戦
闘
技
術
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
私
に
は
吉
永
氏
が
ど
の
よ
う

な
訓
練
を
思
い
描
い
て
い
る
の
か
想
像
で
き
な
い
。

か
つ
て
私
が
胡
口
靖
夫
氏
・
北
啓
太
氏
等
の
論
争
を
も
意
識
し
な
が
ら
明
ら
か
に

し
た
軍
団
兵
士
の
「
陣
法
」

訓
練
は
、

「
要
害
防
守
等
の
日
常
的
な
『
札
察
』
活
動

の
他
、

現
行
政
府
を
脅
か
す
反
乱
や
他
国
か
ら
の
侵
略
へ
の
即
時
的
対
応
と
い
っ
た
、

統
治
維
持
の
た
め
の
軍
事
活
動
に
必
要
な
レ
ベ
ル
に
維
持
す
る
」

ぃ
、
五

O
人
一
隊
の
単
位
集
団
(
前
列
五
楯
二
五
人
、
後
列
玉
楯
二
五
人
)
が
整
列

訓
練
と
は
ほ
ど
遠

し
、
鼓
吹
の
演
奏
(
信
号
)

に
あ
わ
せ
て
一
糸
乱
れ
ず
進
退
動
静
す
る
こ
と
を
め
ざ

す
歩
兵
集
団
戦
訓
練
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
闘
隊
形
と
進
退
動
静
の

「
陣
法
」

訓
練
に
武
芸
訓
練
が
結
合
さ
れ
て
律
令
軍
制
の
基
本
戦
術
は
構
成
さ
れ
て
い
た
。
訓

練
シ
ス
テ
ム
は
想
定
す
る
戦
争
に
対
応
し
て
い
る
。
訓
練
制
度
の
実
証
的
研
究
は
、

律
令
軍
制
が
新
羅
正
規
軍
と
の
大
規
模
歩
兵
集
団
戦
を
想
定
し
て
建
設
さ
れ
た
軍
隊

で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る

2

そ
れ
は
、
兵
部
省
に
よ
る
全
国
「
公
私
馬
牛
」

私
船
舶
」
デ

l
タ
の
集
中
管
理
が
、

大
規
模
遠
征
・
大
規
模
渡
海
作
戦
を
想
定
し
て

い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

私
見
に
対
す
る
批
判
者
た
ち
は
兵
士

(
と
軍
毅
)

し
か
見

て
い
な
い
。
徴
兵
シ
ス
テ
ム
・
訓
練
シ
ス
テ
ム
・
管
理
シ
ス
テ
ム
・
動
員
シ
ス
テ
ム

の
全
体
構
造
の
中
に
兵
士
を
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
、

軍
団
兵
士
制
の
現
実
の
姿
は
浮

か
び
上
が
っ
て
は
こ
な
い
の
で
あ
る
。
か
つ
て
私
の
手
で
否
定
・
克
服
さ
れ
た
は
ず
の
、

律
令
軍
制
を
軍
団
兵
士
制
だ
け
に
還
元
し
て
と
ら
え
る
単
純
素
朴
な
「
兵
士
守
衛
任

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、

近
年
、

務
H
国
内
治
安
維
持
」
論
が
、
息
を
吹
き
返
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

日
本
律
令

軍
制
研
究
は
時
計
の
針
を
四

O
年
前
に
戻
す
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た

ょ
う
だ
。

よ
フ

思
わこ
れの
るま
二川ま

沈
賦

し
て
し、

て
は

下
向
井
学
説
は

「
ま
す
ま
す
成
立
し
難
い

と
し
て
葬
り
去
ら
れ
か
ね
な
い
。
些
末
な
議
論
に
首
を
つ
つ

み
た
く
は
な
い
が
、

不
得
雑
使
」

「
令
条
以
外
、

の
文
言
の
解
釈
が
、
律
令
軍
制
を

い
か
に
認
識
す
る
か
と
い
う
根
本
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
よ
う
な
の
で
、
今
一
度
、

私
の
理
解
を
丁
寧
に
説
明
し
て
、

日
本
律
令
軍
制
に
関
す
る
最
近
の
議
論
の
方
向
を

正
し
い
軌
道
に
戻
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
作
業
は
、

な
ん
ら
新
し
い
見
解
を
提
示
す

る
も
の
で
は
な
く
、

か
つ
て
の
私
見
を
再
確
認
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
考
証
す
る
な
か
で
い
く
つ
か
の
小
さ
な
事
実
に
つ
い
て
発
見
が
あ
っ
た
こ

と
が
せ
め
て
も
の
収
穫
で
あ
る
。

「
令
条
内
雑
使
」

「
令
条
以
外
、
不
得
雑
使
」

雲
元
年
(
七

O
四
)
六
月
丁
巳
条
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
議
論
を
複
雑
に
し
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一
一
、
兵
士
の

問
題
に
し
て
い
る

の
文
言
を
含
む
『
続
日
本
紀
』
慶

な
い
た
め
に
、
後
半
の
、

闘
を
抱
え
る
国
の
関
守
備
に
関
す
る
付
則
規
定
に
つ
い
て

lま

こ
こ
で
は
検
討
の
対
象
か
ら
は
ず
す
こ
と
に
す
る
。

「

公

勅
、
諸
国
兵
士
、
団
別
分
為
十
番
、
毎
番
十
日
、
教
習
武
芸
、

必
使
斉
整
、
令

条
以
外
、

不
得
雑
使
、
其
有
関
須
守
者
、
随
便
掛
酌
、
令
足
守
備
、

何
度
も
繰
り
返
す
が
、

私
は
前
稿
で
、

こ
の
勅
の
眼
目
が
国
内
上
番
H
軍
団
兵
士

交
替
訓
練
規
則
の
制
定
で
あ
り
、

「
令
条
以
外
、

不
得
雑
使
」

の
規
定
は
、
兵
士
を

訓
練
に
専
念
さ
せ
る
た
め
、
令
条
で
認
め
ら
れ
た

「
雑
使
」

「
雑
使
」

を
禁

以
外
の

じ
た
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
た
。
本
稿
で
は

「
令
条
に
認
め
ら
れ
た
雑
使
」

を

「

A
羽



条
内
雑
使
」

と
呼
び
、
令
条
に
明
確
な
規
定
を
持
た
な
い
雑
使
を
「
令
条
外
雑
使
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
軍
団
兵
士
の
「
令
条
内
雑
使
」

と
は
な
に
か
と
い
う
と
、
軍

団
兵
士
に
関
す
る
諸
研
究
が
必
ず
列
挙
す
る
、
養
老
令
の
軍
防
令
・
営
繕
令
・
獄
令

な
ど
の
条
文

(
そ
れ
は
対
応
す
る
大
宝
令
条
文
を
継
承
し
て
い
る
)

に
明
示
さ
れ
た

兵
士
使
役
規
定
の
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
先
行
研
究
が
繰
り
返
し
挙
示
し
た
り

表
示
し
た
り
し
て
い
る
の
で
史
料
を
あ
げ
て
は
論
じ
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
は
、
関

係
条
文
を
列
挙
し
て
か
ら
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
条
文
に
は
、
必
要
な
部

分
に
限
っ
て
義
解
を
挿
入
し
て
あ
る
。

①
軍
防
令
ぬ
軍
団
置
鼓
条

凡
軍
団
、
各
置
鼓
二
面
、
大
角
二
口
、

倉
庫
損
壊
須
修
理
者
、

少
角
田
口
、
通
用
兵
士
、
分
番
教
習
、

I
l
l
l
1

謂
、
役
上
番
兵
士
、
凡
諸
条
称
役
兵
、

十
月
以
後
、
聴
役
兵
士
、
士
令
修
理
之
外
、
亦
不
合
役
兵
士
也

②
軍
防
令
臼
城
陸
条

謂
、
陸
者
、
城
下
坑
也
、
役

凡
城
陸
崩
額
者
、
役
兵
士
修
理
、
兵
士
者
、
役
上
番
之
兵
士
也
若
兵
士
少
者
、
聴
役
随
近
人
夫
、

遂
閑
月
修
理
、
其
崩
類
過
多
、
交
関
守
固
者
、
随
即
修
理
、
役
詑
具
録
申
太
政
官
、

所
役
人
夫
、
皆
不
得
過
十
日
、

@
営
繕
令

8
貯
庫
器
伏
条

凡
貯
庫
器
仕
、
有
生
渋
綻
断
者
、
三
年
一
度
修
理
、
若
経
出
給
破
壊
者
、
並
随

事
料
理
、
在
京
者
、
所
須
調
度
人
力
、
申
太
政
官
処
分
、
在
外
者
、
制
剖
矧
封

土
及
防
人
、
調
度
用
当
国
官
物
、

④
軍
防
令

6
兵
士
備
縮
条

凡
兵
士
、

人
別
備
精
六
斗
、
塩
二
升
、
井
当
火
供
行
戎
具
等
、

並
貯
当
色
庫
、

若
貯
経
年
久
、
壊
悪
堪
、
即
廻
納
好
者
、
起
十
一
月
一
日
、
十
二
月
三
十
日
以

前
納
畢
、
毎
番
於
上
番
人
内
、
取
二
人
守
掌
、
不
得
雑
使
、
行
軍
之
日
、
計
火

出
給
、

⑤
軍
防
令
日
置
関
条

凡
置
関
応
守
固
者
、

並
置
配
兵
士
、
分
番
上
下
、
其
三
関
者
、

設
鼓
吹
軍
器
、

国
司
分
当
守
園
、
所
配
兵
士
之
数
、
依
別
式
、

⑥
営
繕
令
口
有
官
船
条

凡
有
官
船
之
処
、
皆
逐
便
安
置
、

並
加
覆
蓋
、
量
遣
兵
士
看
守
、
随
壊
修
理
、

不
堪
料
理
者
、
附
帳
申
上
、
其
主
船
司
船
者
、
令
船
戸
分
番
看
守
、

⑦
獄
令
却
徒
流
囚
条

凡
徒
流
囚
在
役
者
、

取
物
部
及
衛
士
充
、
・
一
分

囚
一
人
両
人
防
援
、
在
京
者
、

物
部
、
三
分
衛
士
、
在
外
者
、

取
当
処
兵
士
、
分
番
防
守
、

@
軍
防
令
制
蕃
使
出
入
条

凡
蕃
使
出
入
、
伝
送
囚
徒
及
軍
物
、
須
人
防
援
、
皆
量
差
所
在
兵
士
逓
送
、

@
営
繕
令
日
近
大
水
条

E
U
 

以
時
検
行
、
若
須
修
理
、
毎
秋
収
詑
、

量
功
多
少
、
自
近
及
遠
、
差
人
夫
修
理
、
若
暴
水
汎
溢
、
設
壊
堤
防
、
交
為
人

患
者
、
先
即
修
営
、
下
拘
時
限
、
応
役
五
百
人
以
上
者
、
且
役
且
申
、
割
到
剥

I
l
l
1
1
1
I
l
l
I
l
l
1
1
1
1

謂、

者
、
軍
国
兵
士
亦
得
通
役
、
兵
士
也
、
所
役
不
得
過
五
日
、

凡
近
大
水
、
有
堤
防
之
処
、

国
郡
司
、

「
令
条
内
雑
使
」
と
す
る
の
は
、
①
軍
防
令
軍
団
置
鼓
条
の

番
兵
士
」
に
よ
る
軍
団
兵
庫
の
修
理
、
②
軍
防
令
城
陸
条
の

上

す
な
わ
ち
私
が

「
上
番
之
兵
士
」
に
よ

る
城
陸
の
修
理
、
③
営
繕
令
貯
庫
器
伎
条
の

「
当
処
兵
士
」
に
よ
る
軍
団
兵
庫
収
蔵

兵
器
の
定
期
修
理
と
使
用
中
破
損
兵
器
の
修
理
、
④
軍
防
令
兵
士
備
描
条
の

人
」
二
人
に
よ
る
軍
団
兵
庫
の
守
掌
、
⑤
軍
防
令
置
関
条
の

「
上
番

「
兵
士
」
に
よ
る
管
内

関
の
守
固
、
⑥
営
繕
令
有
官
船
条
の

「
兵
士
」

に
よ
る
官
船
の
看
守
と
修
理
、
⑦
獄



令
徒
流
囚
条
の
「
当
処
兵
士
」
に
よ
る
管
内
徒
流
囚
人
の
防
守
、
③
軍
防
令
蕃
使
出

「
所
在
兵
士
」
に
よ
る
蕃
使
・
囚
徒
・
軍
物
な
ど
の
逓
送
護
衛
、
@
営
繕
令

入
条
の

近
大
水
条
の

「
上
番
之
兵
士
」

な
お
中

に
よ
る
堤
防
段
壊
の
緊
急
修
理
、

で
あ
る
。

尾
氏
以
下
の
諸
研
究
が
令
条
に
規
定
さ
れ
た
兵
士
の
任
務
と
す
る
訓
練
と
罪
人
追
捕

に
つ
い
て
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
令
条
の
規
定
と
同
一
性
格
の
兵
士
使

役
規
定
と
は
み
な
し
え
な
い
の
で
、

「
令
条
内
雑
使
」

か
ら
は
ず
す
。

ま
た
同
じ
く

諸
研
究
が
令
条
規
定
の
兵
士
任
務
に
準
じ
て
扱
っ
て
い
る
国
府
守
衛
は
、
令
条
に
明

確
な
規
定
が
な
い
か
ら
「
令
条
内
雑
使
」
で
は
な
い
。

こ
れ
ら

「
令
条
内
雑
使
」
を
さ
ら
に
整
理
す
れ
ば
、

A
軍
事
施
設
(
兵
庫
・
城
陸

-
関
)

-
軍
事
手
段

の
修
理
・
守
衛
、

C
蕃
使

(
兵
器
・
官
船
)

B
獄
舎
の
守
衛
、

(
新
羅
使
)

-
囚
人
・
軍
事
物
資
の
逓
送
、

D
緊
急
堤
防
修
理
、

と
い
う
こ
と
に
な

る
。
令
条
で
使
役
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、

(
①
)
 

「
十
月
以
後
」

と
し、

う
季
節
的
限
定
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
尾
氏
も
指
摘
)
、

@
)
と
い
う
使
役
対
象
の
限
定
叫
、

「
上
番
兵
士
」

(
①
②
④
 

「聴」

(
①
)
、

(@) 
の
許
可
文
言
に

「得」

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
兵
士
を
規
制
の
枠
内
で
限
定
的
使
役
を
認
め
る
と
い
う
法

意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
①
軍
防
令
拘
軍
団
置
鼓
条
の
義
解
が
、
「
謂
、
役
上

番
兵
士
、
凡
諸
条
称
役
兵
士
令
修
理
之
外
、
亦
不
合
役
兵
士
也
」
、
す
な
わ
ち
「
諸

条
」
が
修
理
に
使
役
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
も
の
以
外
に
は

と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
義
解
は

「
上
番
兵
士
」
一
を

使
役
し
て
は
い
け
な
い
、

-ー、
修

理
」
に
代
表
さ
せ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
兵
庫
修
理
に
つ
い
て
の
義
解
で
あ
る
か
ら
で

あ
っ
て
、

兵
庫
守
衛
な
ど
に
も
適
用
さ
れ
る
と
み
て
さ
し
っ
か
え
あ
る
ま
い
。
慶
雲

元
年
(
七

O
四
)
勅
の

「
諸
条
称
役

「
令
条
以
外
、

不
得
雑
使
」
と
、

こ
の
義
解
の

兵
士
令
修
理
之
外
、
亦
不
合
役
兵
士
也
」

は
、
私
に
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。

す
な
わ
ち
こ
れ
ら
令
条
の
兵
士
使
役
規
定
は
、

兵
士
に
と
っ
て
中
心
任
務
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、

必
要
だ
か
ら
使
役
し
な
け
れ
な
ら
な
い
が
あ
く
ま
で
も
限
定
的
副

次
的
任
務
、
す
な
わ
ち

兵
士
の
中
心
任

「
令
条
内
雑
使
」
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

務
が
こ
れ
ら
令
条
の
兵
士
使
役
規
定
以
外
に
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ

訓
練
に
専
念
さ
せ
る
た
め
に

ち
、
兵
士
の
中
心
任
務
は
訓
練
で
あ
り
、

「
雑
使
」
に

「
令
条
以
外
、

不
得
雑
使
」

の
法
意
で
あ

制
限
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

し
か
し
こ
の
程
度
の
説
明
で
納
得
し
て
く
れ
る
よ
う
な
ら
、

私
見
が
批
判
さ

っ
た
。

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
委
曲
を
尽
く
し
て
ね
ば
り
強
く
論
じ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

と
こ
ろ
で

「
令
条
以
外
、

の
逐
語
訳
は
、
中
尾
氏
の
言
う
と
お
り

不
得
雑
使
」

「
『
令
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
外
に
、
雑
事
に
使
役
す
る
な
』
と
解
釈
す
る

私
は
同
じ
逐
語
訳
を
し
た
う
え
で
、
「
令
条

の
が
妥
当
」

(
五
八
頁
)

で
あ
る
が
、

に
定
め
ら
れ
て
い
る
雑
使
以
外
の
雑
使
に
使
役
す
る
な
」
と
、
よ
り
厳
密
に
解
釈
し

た
の
で
あ
っ
た
。
問
題
は
「
令
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
が
何
か
と
い
う
こ
と

ー 7-

で
あ
る
。
中
尾
氏
は

あ
た
か
も
自
明
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

「
令
条
」

の
内
容
が
、

令
条
に
何
ら
か
の
規
定
を
持
つ
訓
練
・
守
衛
・
修
理
・
追
捕
な
ど
の
す
べ
て
を
「
明

確
に
令
条
に
規
定
さ
れ
」

「
兵
士
の
本
来
的
な
任
務
」

(
五
八
頁
)

と
解
釈
し
た

た

の
で
あ
る
。

氏
に
よ
れ
ば
守
衛
・
修
理
は
訓
練
や
罪
人
追
捕
と
同
等
の

「
役
務
」
な

の
で
あ
り
、

「
雑
使
」
な
ど
で
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か

L
厳
密
に
い
え
ば
、

上
記
の
令
条
に
規
定
さ
れ
た

兵
士
訓
練
に
つ
い
て
は
、

と
同
等
の
明
確
さ
で
は
令
条
に
規
定
さ
れ
て
は
い

な
い
し
、
国
府
守
衛
に
つ
い
て
は
令
条
に
ま
っ
た
く
規
定
は
な
い

t
さ
ら
に
罪
人
追

兵
士
使
役
(
「
令
条
内
雑
使
」
)

捕
へ
の
兵
士
動
員
も
私
見
に
よ
れ
ば
令
条
に
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
叫
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
)
。
令
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
兵
士

役

務
」
の
す
べ
て
で
あ
る
と
す
る
の
な
ら
、
令
条
に
ま
っ
た
く
規
定
が
な
い
国
府
守
衛

は
兵
士
の
本
来
の
任
務
で
は
な
い
、

こ
れ
は
揚
げ
足
取
り
で

と
い
う
こ
と
に
な
る
。



は
な
い
。
後
述
す
る
私
の
理
解
に
立
つ
て
は
じ
め
て
、
令
条
に
な
い
国
府
守
衛
を
兵

士
の
任
務
と
し
て
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

中
尾
氏
に
あ
っ
て
は
、

「
雑
使
」

l土

「
令
条
」

と
切
り
離
さ
れ
て
、

「
令
条
」
と

は
全
く
関
係
の
な
い

「
私
業
的
な
使
役
行
為
」

(
玉
九
頁
)
、
史
料
が
い
う
「
非
理

役
使
」

(
『
類
束
三
代
格
』
延
暦
十
一
年
(
七
九
二
)
六
月
七
日
官
符
)
、

「
自
恋

駆
役
」

(
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
年
(
七
八

O
)
三
月
十
六
日
条
)

と
い
う
こ
と

に
な
る
。

私
見
の
場
合
、

訓
練
こ
そ
す
べ
て
の
兵
士
が
専
念
す
べ
き
主
要
任
務
、
守

衛
そ
の
他
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ
き

「
雑
使
」

(
副
次
的
任
務
)

で
あ
る

、
L
Z

F
1
4
4
N
 

「
本
来
的
」

「
本
来
的
で
な
い
」

と
い
っ
た
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
)
。

私
見

で
は

「
雑
使
」
自
体
は
不
法
な
も
の
で
は
な
く
、

「
令
条
内
雑
使
」

(
以
下
検
討
す

る
よ
う
に
、
職
員
令
に
は
下
級
職
員
の
正
規
の
雑
使
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
箇
所
で

規
定
し
て
い
る
)

「
令
条
外
雑
使
」
が
あ
り
、

国
内
上
番
兵
士
の
場
合
、
使
役
が

と

認
め
ら
れ
て
い
る
の
は

「
令
条
内
雑
使
」

だ
け
で
、

「
令
条
外
雑
使
」

lま

「
公
役
」

(
令
条
に
規
定
を
も
た
な
い
公
的
「
雑
使
」
が
あ
る
こ
と
は
後
述
)

で
あ
ろ
う
が

「
私
役
」

(
「
非
理
役
使
」
)

で
あ
ろ
う
が
禁
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
中
尾
氏
と
私
の
見
解
の
相
違
を
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
し
て
お
い
て
は
い
け
な

ぃ
。
ど
ち
ら
の
解
釈
が
正
し
い
か
決
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

そ
こ

で
迂
遠
な
よ
う
で
は
あ
る
が
、

次
節
で
は
兵
士
関
係
に
限
る
こ
と
な
く
、
令
条
に

「
雑
使
」
が
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
、

そ
れ
が
集
解
な
ど
で
ど
の
よ
う
に

解
釈
さ
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
の
解
釈
を
補
強
し
て
い
こ
う
。

三
、
令
条
に
み
る
「
雑
使
」

令
条
に
み
え
る
「
雑
使
」
、

に
つ
い
て

お
よ
び
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
義
と
思
わ
れ
る

の
用
例
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
雑
駆
使
」

A
凡
衛
士
者
、
中
分
、

一
日
上
一
日
下
、
閥
、

h
d、
毎
下
日
、

至
午
時
各
放
還
、
的
本
府
試
練
、
知
其
進
不
、

即
令
於
当
府
教
習
弓

馬
、
用
万
弄
槍
、
及
発
寄
馳
石
、

即
非
別
勅
者
、
不
得
雑
使
、

(
軍
防
令
口
衛
士
上
下
条
)

B
医
針
生
、
抜
摩
呪
禁
生
、
専
令
習
業
、

不
得
雑
使
、

C
内
舎
人
九
十
人
、

(
医
疾
令
日
医
針
生
等
不
得
雑
使
条
逸
文
)

掌
、
帯
万
宿
衛
、
供
奉
雑
使
、
若
駕
行
分
衛
前
後
、

(
職
員
令

3
中
務
省
条
)

D
凡
兵
士
、

人
別
備
楠
六
斗
、
塩
二
升
、
井
当
火
供
行
戎
具
等
、

並
貯
当
色
庫
、

若
貯
経
年
久
、
壊
悪
不
堪
、

即
廻
納
好
者
、
起
十
一
月
一
日
、
十
二
月
三
十
日

不
得
雑
使
、
行
軍
之
目
、

以
前
納
畢
、
毎
番
於
上
番
人
内
、
取
二
人

守
掌
、

計
火
出
給
、

(
軍
防
令
6
兵
士
備
描
条
)

E
凡
牧
馬
、
応
堪
乗
用
者
、
皆
付
軍
団
、

-8 -

於
当
団
兵
士
内
、
筒
家
富
堪
養
者
充
、

免
其
上
番
及
雑
駆
使
、

(
厩
牧
令
口
牧
馬
応
堪
条
)

A
は
衛
士
の
勤
務
規
定
で
あ
る
。
衛
士
は
二
交
代
制
で
警
衛
勤
務
に
つ
き
、

警
衛
勤
務
(
上
日
)
を
し
た
ら
、
次
の
一
日
は
非
番
(
下
日
)
と
す
る
。
し
か
し
非

番
の
日
は
休
日
で
は
な
く
、
本
府
練
兵
場
で
午
前
中
訓
練
を
受
け
、
午
後
に
放
還
さ 日

れ
る
。
本
府
は
こ
の
よ
う
に
訓
練
を
施
し
た
衛
士
を
「
試
練
」
し
、
そ
の
練
度
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
、
と
す
る
。
そ
し
て
非
番
中
の
衛
士
は
訓
練
に
専
念
さ
せ
る
た
め

53IJ 

-
8
-
2
よ
ナ
円
山
ま

4

耳
』
カ
，

y

l
才
l

し
て
は
い
け
な
い
、

と
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
衛
士
の

「
雑
使
」

場
合
も
、

軍
団
兵
士
と
同
様
、

「
雑
使
」
禁
止
は
訓
練
に
専
念
さ
せ
る
た
め
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
衛
士
の
在
京
勤
務
の
場
合
、
使
役
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は



「
別
勅
雑
使
」

だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
別
勅

『
延
喜
式
』
か
ら
衛
士
の

雑
使
」

に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
あ
げ
れ
ば
、
御
書
の
虫
干
し

図

書
寮
)
、
節
会
の
日
の
禄
の
運
搬
(
左
右
衛
門
府
)
、
伊
勢
斎
内
親
王
初
斎
の
時
の

矩
火

(
向
上
)

な
ど
で
あ
る
。

「
非
別
勅
者
、

「
令
条
以
外
、

不
得
雑
使
」

と
構
文
が
似
て
い
る

「
別
勅
に
非
ざ
れ
ば
」

不
得
雑
使
」
が

こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
「
別
勅
で
命
じ
ら
れ
た
雑
使
以
外
は
」
「
非
別
勅
者
」
が

で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
は
な

く
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
「
令
条
以
外
」
を

「
令
条
に
規
定
さ
れ
た
雑
使
以
外
は
」

読
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、

私
に
は
疑
問
の
余
地
の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

令
条
の
法
意
は
、
衛
土
は
訓
練
に
専
念
さ
せ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
慶
雲
元
年
六
月
三
日
条
の
法
意
も
、

「
雑
使
」

「
別
勅
」

だ
け
に
限
定

は

せ
よ
、

兵
士
は
訓
練
に

専
念
さ
せ
、

「
雑
使
」

は
令
条
で
認
め
ら
れ
た
も
の
だ
け
に
限
定
せ
よ
、

こ
れ
ら
か
ら

と
い
・
フ
こ

と
な
の
で
あ
る
。

「
雑
使
」

「
令
条
で
認
め
ら
れ
た
雑
使
」
す
な

lま

わ
ち

「
令
条
内
雑
使
」

と

「
別
勅
で
命
じ
ら
れ
た
雑
使
」
す
な
わ
ち
「
別
勅
雑
使
」

「
令
条
外
雑
使
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。

B
は
医
針
生
ら
に
そ
の
芸
業
教
習
に
専
念
さ
せ
、

な
ど
の

「
雑
使
」
さ
せ
て
は
い
け
な
い
、

と
す
る
。

こ
の
医
針
生
を
芸
業
に
専
念
さ
せ
る
た
め
の

「
雑
使
」
禁
止
規
定
は
、

士
・
衛
士
を
訓
練
に
専
念
さ
せ
る
た
め
の

兵

「
雑
使
」
制
限
規
定
よ
り
も
さ
ら
に
徹
底

し
た
、

特
例
を
認
め
な
い

「
雑
使
」
全
面
禁
止
で
あ
る
。

C
は
内
舎
人
九

O
人
の
職
掌
を
、

「
帯
万
宿
衛
、

と
し

供
奉
雑
使
、
行
幸
分
衛
」

て
お
り
、

「
供
奉
雑
使
」
を
集
解
讃
説
は
、

「
内
外
」
に

供

天
皇
の
命
に
よ
っ
て

奉
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
、

そ
の

二
端
」
と
し
て
以
下
の
令
条
四
ケ
条
を

あ
げ
て
い
る
。

①
宮
衛
令
四
献
軍
器
条

凡
有
献
軍
器
戎
仕
等
、

即
令
内
舎
人
随
献
人
将
入
、

本
条
に
つ
い
て
集
解
に
よ
れ
ば
、
勅
命
に
よ
っ
て

カミ

「
兵
庫
」

ま
た
は

「
臣
下
」

ら
器
仕
(
武
器
)

を
献
上
さ
せ
る
場
合
、
古
記
で
は
内
舎
人
が
器
仕
を
持
っ
て
参
入

す
る
と
あ
り
、

「
献
人
」

ま
た
は

(
「
庫
司
」

穴
説
で
は
内
舎
人
が
器
仕
を
持
つ

「
物
主
」
)

い
ず

を
随
え
て
参
入
す
る
と
み
え
る
。

両
説
で
解
釈
が
分
か
れ
る
が
、

「
供
奉

れ
に
し
て
も
内
舎
人
が
器
伎
を
天
皇
に
献
上
す
る
た
め
に
参
入
す
る
こ
と
が

雑
使
」
な
の
で
あ
る
。
正
月
七
日
の
白
馬
節
会
で
兵
部
省
が
天
皇
に
弓
を
献
上
す
る

と

御
弓
奏
を
内
舎
人
が
奏
す
る
の
は

こ
の
条
文
と
関
連
す

(
『
延
喜
式
』
中
務
省
)
、

る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
延
喜
式
』

で
諸
国
が
製
作
・
提
出
し
た
様
(
サ

(
兵
部
省
)

ン
プ
ル
)
器
伎
を
兵
部
省
と
兵
庫
寮
が
品
質
チ
ェ
ッ
ク
し
て
国
解
文
を
副
え
て
天
皇

に
奏
進
す
る
と
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
令
文
に
し
た
が
え
ば
奏
進
す
る
の
は
内
舎
人

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
軍
防
令
回
節
万
条

不
得
反
宿
於
家
、
其
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凡
大
将
出
征
、
皆
授
節
刀
、
辞
詑
、

家
在
京
者
、
毎
月
一
遣
内
舎
人
存
問
、

若
有
疾
病
者
、
給
医
薬
、
凱
旋
之
日
、

奏
遣
使
郊
労
、

本
条
は
、
征
討
軍
の
将
軍
が
天
皇
か
ら
節
万
を
賜
与
さ
れ
辞
見
し
て
か
ら
は
自
邸

に
帰
つ
て
は
い
け
な
い
。

天
皇
は
将
軍
留
守
宅
に
月
一
回
、
内
舎
人
を
遣
わ
し
て

「
存
問
」

そ
の
家
に
疾
病
者
が
い
れ
ば
医
薬
を
支
給
す
る
、

と
し
て

(
慰
問
)

し

い
る
。
内
舎
人
が
将
軍
留
守
宅
を
慰
問
す
る
こ
と
が

「
供
奉
雑
使
」
な
の
で
あ
る
。

③
軍
防
令
印
有
所
征
討
条

凡
有
所
征
討
、
計
行
人
、
満
三
千
以
上
、

兵
馬
発
日
、

侍
従
充
使
、
宣
勅
慰
労
発
遣
、
其
防
人
満
一
千
以
上
、

発
日
遣
内
舎
人
発
遣
、



本
条
は
、
三

0
0
0
人
以
上
の
征
討
軍
派
遣
の
場
合
、

天
皇
は
出
陣
式
に
侍
従
を

遣
わ
し
、
勅
を
宣
し
て
慰
労
し
て
出
陣
さ
せ
る
。

一
O
O
O
人
以
上
の
防
人
が
難
波

か
ら
出
発
す
る
と
き
は
、
内
舎
人
を
遣
わ
し
て
同
じ
く
勅
を
宣
し
て
慰
労
し
て
出
発

さ
せ
る
、

と
す
る
。
防
人
た
ち
へ
の

「
宣
勅
慰
労
」
が

「
供
奉
雑
使
」
な
の
で
あ
る
。

④
公
式
令
回
諸
王
王
位
条

凡
諸
王
五
位
以
上
、
諸
臣
三
位
以
上
、
致
仕
身
在
畿
内
、

毎
季
、

五
位
以
上
、

毎
年
、
並
令
内
舎
人
一
巡
問
、
奏
聞
安
不
、

本
条
は
、
諸
王
五
位
以
上
・
諸
臣
三
位
以
上
の
致
仕
者
の
う
ち
畿
内
在
住
者
に
つ

い
て
は
四
季
ご
と
に
、
諸
臣
五
位
以
上
は
毎
年
、
内
舎
人
を
巡
回
さ
せ
て
そ
の
安
不

を
存
問
さ
せ
、

天
皇
に
奏
聞
す
る
こ
と
、

と
す
る
。
諸
王
諸
臣
五
位
以
上
致
仕
者
へ

の
巡
回
存
聞
が

「
供
奉
雑
使
」
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
令
条
に
規
定
さ
れ
た
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
供
奉
す
る
内
舎
人
の
職
務
(
器

仕
献
上
・
将
軍
留
守
宅
存
問
・
防
人
出
発
式
存
問
・
致
仕
者
安
不
存
問
)
が

雑

使
」
な
の
で
あ
り
、
令
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
前
記
し
た

「
令
条
内
雑

使
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
内
舎
人
の

「
供
奉
雑
使
」

の
う
ち
、

こ
れ
ら

「
令
条
内

雑
使
」

は
あ
く
ま
で
も
そ
の

「
一
端
」

そ
の
ほ
か
、

た
と
え
ば
『
延
喜

で
あ
っ
た
。

式
』
を
み
れ
ば
、

十
二
月
晦
日
の
追
髄
で
親
王
・
大
臣
己
下
次
侍
従
己
上
と
と
も
に

中
務
丞
録
お
よ
び
内
舎
人
・
大
舎
人
が
諸
問
に
分
配
さ
れ

式
)
、
出
雲
国
造
に
よ
る
神
寿
辞
奏
に
内
舎
人
が
奉
仕
し

(
太
政
官
式
・
中
務
省

(
中
務
省
式
)
、
毎
月
十

五
日
に
内
舎
人
を
遣
わ
し
常
住
寺
十
禅
師
を
労
問
し
修
法
行
事
を
奏
さ
せ

(
向
上
)
、

十
二
月
の
荷
前
使
に
内
舎
人
も
随
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

(
同
上
)
。
も
こ
れ
ら

は
A
を
準
用
し
て
い
え
ば
令
条
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い

「
別
勅
雑
使
」

で
あ
る
。

D
は
、
国
内
上
番
中
に
兵
庫
守
掌
の
佳
に
つ
く
兵
士
は

「
雑
使
」

さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
す
る
。
国
内
上
番
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
各
軍
団
兵
士
一

0
0
0
人
を
一

O
番
に
分
け
、

一
番
一

O
O
人
一

O
日
ず
つ
交
替
で
各
番
六
回
六

0
日
間
、

軍
団
で

合
宿
勤
務
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
条
文
の
法
意
は
、

一
番
一

O
O
人

の
な
か
か
ら
二
人

(
と
い
う
こ
と
は
一
隊
五

O
人
か
ら
一
人
)

を
連
続
す
る
一

O
日

聞
の
兵
庫
守
衛
勤
務
に
宛
て
よ
、

「
雑
使
」

に
使
つ
て
は
な
ら
ず

こ
の
二
人
を
他
の

兵
庫
守
衛
に
専
念
さ
せ
よ
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
尾
氏
は
こ
の
規
定
に
つ
い
て
、

「
(
兵
庫
)

『
守
衛
』
が
上
番
兵
士
の
掌
る
べ
き
職
務
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て

お
り
、

ま
た
そ
れ
が
『
雑
使
』
の
概
念
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
」

(
五
八
頁
)

と
す
る
。

そ
う
だ
ろ
う
か
。

兵
庫
守
衛
と
い
う
特
定

の
任
務
を
指
す
場
合
、

具
体
的
に
示
す
場
合
、
器
仕
献
上
・
将
軍
留
守
宅
存
問
・
防
人
出
発
式
存
問
・
致
仕

そ
れ
を
「
雑
使
」

と
指
称
し
な
い
の
は
、
内
舎
人
の
雑
使
を

者
安
不
存
問
と
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
兵
庫
守
衛
の
任
務
に
就
く
兵
士
に
つ
い
て

は
、
守
衛
任
務
に
専
念
さ
せ
る
た
め
に
「
令
条
外
雑
使
」
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は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

兵

庫
守
衛
以
外
の

「
令
条
内
雑
使
」
も
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

E
は
牧
馬
を
支
給
さ
れ
た
軍
団
兵
士
す
な
わ
ち
騎
兵
に
は
、

国
内
上
番
六

O
日
と

「
雑
駆
使
」

を
免
除
す
る
、

「
雑
駆
使
」

lま

「
雑
使
」
と
ほ
ぼ

と
い
う
も
の
。

同
義
で
あ
る
と
み
て
よ
い
が
で
兵
士
が
上
番
中
に
使
役
さ
れ
る

こ
の

「
雑
使
」

だ
け
で
は

な
く
、
国
司
郡
司
が
国
内
正
丁
に
課
す
る

「
雑
駆
使
」
も
含
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
各

白
、
六

0
日
間
、
自
宅
周
辺
で
の
騎
馬
調
練
に
専
念
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

' 
』

の
よ
う
に
騎
兵
に
は
国
内
上
番
中
の
一
般
兵
士
に
課
せ
ら
れ
る
令
条
内
雑
使
が
免
除

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
雑
使
免
除
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
騎
兵
の
特
権

的
地
位
が
う
か
が
わ
れ
る
。

諸
国
騎
兵
は
行
幸
や
新
羅
使
迎
接
に
供
奉
し
て
い
る
。
行
幸
供
奉
は
、

た
と
え
ば

『
続
日
本
紀
』
文
武
三
年
(
六
九
九
)

二
月
二
十
三
日
条
「
詔
免
従
駕
諸
国
騎
兵
等

今
年
調
役
」
、

同
慶
雲
三
年
(
七

O
六
)
十
月
十
五
日
条
「
従
駕
諸
国
騎
兵
六
百
六



十
人
。
皆
免
庸
調
井
戸
内
田
租
」
な
ど
で
あ
り
、
供
奉
し
た
褒
賞
と
し
て
調
庸
が
免

除
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
和
銅
七
年
(
七
一
四
)

十
一
月
十
一
日
、
新
羅
国
が
阿
准
金

元
静
等
二
十
余
人
を
遣
わ
し
て
朝
貢
し
て
き
た
と
き
、
畿
内
七
道
騎
兵
九
百
九
十
人

を
徴
発
し
て

「
新
羅
使

「
入
朝
儀
衛
」

に
備
え
さ
せ
て
お
り
、

十
二
月
二
十
六
日
の

入
京
」

従
六
位
下
布
勢
人
・
正
七
位
上
大
野
東
人
が
騎
兵
一
七

O
人
を
率

の
え
」
い
、

い
て

「
三
崎
」
に
迎
え
て
い
る
。

あ
り騎
?兵
の
行
幸
供
奉
は

上
記
の
よ
う
に
調
庸
免
除
の
特
典
を
伴
う
名
誉
あ
る
役
で

「
雑
使
」

に
は
含
ま
れ
な
い
と
思
わ
れ
、
雑
使
免
除
特
権
と
は
矛
盾
す
る
も

の
で
は
な
い
。
問
題
に
な
る
の
が
、
騎
兵
の
新
羅
使
迎
接
と

「
令
条
内
雑
使
」

で
あ

「
令
条
内
雑

る
軍
防
令
臼
蕃
使
出
入
条
の
蕃
使
逓
送
と
の
関
係
で
あ
る
。
騎
兵
は

使
」
が
免
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
新
羅
使
迎
接
が
蕃
使
逓
送
に
あ
た
る
の
な
ら
、
規

定
違
反
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
蕃
使
遺
送
役
は
、
主
と
し
て
新
羅
使
が
山
陽

道
を
陸
路
入
京
す
る
さ
い
、

通
過
す
る
路
次
の
国
々
の
国
司
が
新
羅
使
を
兵
士
を
徴

発
し
て
次
の
国
ま
で
逓
送
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
国
騎
兵
が
京
ま
で
動
員
さ
れ

新
羅
使
を
迎
え
る
任
務
は
、
逓
送
役
と
は
異
な
る
と
み
て
い
い
。
騎
兵
の
新
羅
使
迎

接
役
は
行
幸
供
奉
と
同
様
の
名
誉
の
役
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
令
条
の

「
雑
使
」
文
言
に
つ
い
て
煩
墳
な
検
討
を
加
え
た
が
、
意
図
す
る

と
こ
ろ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

を
戯
格
に
解
釈
す
る
た

「
令
条
以
外
、

不
得
雑
使
」

め
で
あ
っ
た
。

こ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
令
条
に
規
定
さ
れ
た
兵
士
使
役
規
定
が

「

A
羽

条
内
雑
使
」

「
令
条
内
雑
使
」

以
外
の
雑
使
を
禁
止
す
る
と
い
う
の
が

で
あ
り
、

「
令
条
以
外
、

不
得
雑
使
」

の
法
意
で
あ
る
こ
と
は
、

も
は
や
議
論
の
余
地
な
い
も

の
と
断
じ
て
よ
い
と
思
う
。

等
で
は
な
く
、

は
あ
く
ま
で
雑
使
で
あ
り
訓
練
と
同

当
然
で
あ
る
が
平
時
の
兵
士
の
中
心
任
務
は
訓
練
で
あ
っ
た
。

「
令
条
内
雑
使
」

こ
の

こ
と
は
、

私
か
ら
み
れ
ば
あ
ま
り
に
自
明
な
こ
と
で
あ
る
が
、
学
界
で
十
分
な
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。

四
、
圏
内
上
番
と
国
府
守
衛

(
1
)
軍
防
令
と
兵
士
訓
練
規
定

私
は
、

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
兵
士
の

か
ら
国
府
守
衛
と
罪
人

の
な
か
に
国
府
守
衛
を
含
め
な
か
っ
た

「
令
条
内
雑
使
」

追
捕
を
除
外
し
て
き
た
。

「
令
条
内
雑
使
」

の
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
国
府
守
衛
に
つ
い
て
令
条
に
規
定
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。
捕
亡
令
の
罪
人
追
捕
に
つ
い
て
は
令
の
本
文
で
は

「
率
随
近
兵
及
夫
」

(捕

亡
令

2
有
盗
賊
条
)
、

と
あ
る
だ
け
で
、

「
所
発
人
兵
」

(
捕
亡
令

3
追
捕
罪
人
条
)

「
兵
士
」
と
明
記
し
て
は
い
な
い
。
罪
人
追
捕
に
お
け
る

「
兵
」
が
兵
士
を
意
味
す

武
装
し
た
追
捕
要
員
を
指
す
語
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

の
機
会
に
何
度
も
述
べ
て
い
る
が
で

私
は
他

る
語
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
た
、

い
ま
だ
十
分
な
理
解
を
得
て
い
な

い
よ
う
な
の
で
、
六
節
で
再
論
す
る
。

さ
て
天
平
十
一
年
(
七
三
九
)

の
兵
士
暫
停
に
あ
た
っ
て
、
白
丁
を
徴
発
し
て

唱

E
A

唱
E
目企

「
国
府
兵
庫
」
を
「
作
番
」
守
衛
さ
せ

(
『
続
日
本
紀
』
同
年
六
月
二
十
二
日
条
)
、

ま
た
延
暦
十
一
年
(
七
九
二
)
兵
士
制
廃
止
と
同
時
に
置
か
れ
た
健
児
の
主
要
任
務

は

、

「

作

番

」

「
兵
庫
鈴
蔵
及
国
府
等
類
」

こ
れ
ら
の
記

「
守
衛
」
で
あ
っ
た
。

で
あ
る
兵
庫
守
衛
と
並
列
さ
れ
て
い
る
。
常
識

的
に
み
て
国
府
の
守
衛
は
兵
士
の
守
衛
任
務
の
な
か
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

の

事
で
国
府
守
衛
は

「
令
条
内
雑
使
」

考
え
ら
れ
る
が
、

し
か
し
こ
の
任
務
に
つ
い
て
、

軍
防
令
に
も
養
老
令
の
他
の
編
目

に
も
何
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

と
す
る
な
ら
兵
士
の
国
府
守
衛
任
務
は

「
令
条
以
外
」

の
任
務
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
中
尾
氏
が
、

こ
の
令
条
に
明
確
な

規
定
を
持
た
な
い
国
府
守
衛
を
、
令
規
定
の
兵
士
の
役
務
「
守
田
・
守
衛
」
と
一
体

視
し
て
い
る
の
は
、

明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
。

な
ぜ
国
府
守
衛
に
つ
い
て
令
条
に
規
定
が
な
い
の
か
は
、

兵
士
の
訓
練
勤
務
が
令

条
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
間
題
か
ら
検



討
し
て
い
こ
う
。

私
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
平
時
の
兵
士
の
中
心
的
任
務
は
訓
練
で
あ
り
、

訓

練

に
専
念
さ
せ
る
た
め
に

「
雑
使
」

に
制
限
を
加
え
て
い
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、

の
稿
を
準
備
し
な
が
ら
、

兵
士
の
訓
練
に
つ
い
て
軍
防
令
に
具
体
的
な
規
定
が
な
い

こ
と
に
対
し
て
十
分
な
目
配
り
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

た
し
か

に
軍
防
令
に
は
鼓
吹
に
つ
い
て
兵
士
を
「
分
番
教
習
」
す
る
こ
と

(
ぬ
軍
団
置
鼓

条
)
、
寄
手
の

「
教
習
」

に
あ
た
っ
て
弓
箭
を
持
た
せ
な
い
こ
と

(
9
赴
教
習
条
)
、

衛
士
の
武
芸
「
教
習
」

(
日
衛
土
上
下
条
)

に
つ
い
て
の
規
定
は
あ
る
も
の
の
、
肝

心
の
軍
団
に
お
け
る
兵
士
訓
練
(
武
芸
・
陣
法
)

に
つ
い
て
具
体
的
に
規
定
し
た
条

文
は
な
い
の
で
あ
る
。
職
員
令
叩
軍
団
条
に
は

「
大
毅
一
人
、

掌
、
検
校
兵
士
、

充

備
戎
具
、

軍
団
指
揮
官
で
あ
る
軍
毅
の
職
掌

調
習
弓
馬
、
簡
閲
陳
列
事
」

と
あ
り
、

の
一
つ
が
兵
士
に
訓
練
を
施
す
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

訓
練
方
法
・

訓
練
内
容
に
つ
い
て
の
具
体
的
規
定
で
は
な
い
し
、

兵
士
の
任
務
と
し
て
訓
練
に
つ

い
て
明
確
に
規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

「
雑
使
」

で
あ
る
と
い
え
ど
も
兵
士
の
佳

務
と
し
て
明
確
に
規
定
し
て
い
る
守
衛
や
修
理
に
関
す
る
条
文
と
は
明
ら
か
に
異
な

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
兵
士
の
訓
練
任
務
に
つ
い
て
軍
防
令
は
積
極
的
に
は
規
定
し
て
い
な

い
と
い
っ
て
よ
く
、
令
条
の
規
定
の
有
無
だ
け
で
い
え
ば
、
厳
密
に
は
兵
士
の
訓
練

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
律
令
軍
制
研
究
・
軍
団
兵

手
占
攻
刀
占
A

l
i
-
「
令
条
以
外
」

土
制
研
究
の
な
か
で
訓
練
の
研
究
が
遅
れ
た
こ
と
、

訓
練
研
究
の
重
要
性
が
主
張
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
比
較
的
最
近
で
あ
る
こ
と
も
、

軍
防
令
の
な
か
に
具
体
的

な
兵
士
訓
練
規
定
が
な
い
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、

訓
練
と
国
内
上
番

と
の
関
係
、

国
司
の
試
練
日
テ
ス
ト
と
国
府
守
衛
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

そ
れ
が
令

条
に
明
確
な
規
定
を
も
た
な
い
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
含
め
て
検
討
す
る
。

軍
防
令
は
軍
団
兵
士
の
一
部
が
上
京
し
て
勤
め
る
衛
土
に
つ
い
て
、

「
毎
下
日
、

令
於
当
府
教
習
弓
馬
、
用
万
弄
槍
、

及
発
寄
弛
石
、

至
午
時
各
放
還
、
何
本
府
試
練
、

知
其
進
不
」

(
日
衛
士
上
下
条
)

と
規
定
し
、
本
府
で

「
弓
馬
、

用
刀
弄
槍
、

及
発

F 

」

怒
号
拙
石
」

「
教
習
」

H
テ
ス

「
試
練
」

日
訓
練
を
受
け
、

訓
練
の
成
果
を
本
府
が

の

ト
し
て
習
熟
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
し
て
い
る
。

軍
団
で
訓
練
を
受
け
た
兵
士
が
上

京
し
て
衛
士
に
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

兵
士
訓
練
と
衛
士
訓
練
が
ま
っ
た
く
別
個

の
内
容
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
基
本
的
に
は
共
通
の
訓
練
内
容
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
兵
士
の
武
芸
訓
練
の
内
容
は
衛
士
と
同
じ
く

「
弓
馬
、

用
万
弄
槍
、

及
発
寄
抽
石
」

天
平
勝
宝
五
年
(
七
五
三
)
十
月
二
十
一
日
太
政
官
符
の

門

U日
、

円

U
止
節
度
、
兼
撃
剣
弄
槍
、
発
寄
拙
石
」
と
い
う
記
事
は
、

軍
団
兵
士
の
場
合
も
、
「
番
上
兵
士
」
が
国
府
に
集
ま
る
日
に
国
司
か
ら
訓
練
成
果

で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

「
其
番
上
兵
士
集
国
府

の
テ
ス
ト
を
受
け
る
と
い
う
、
基
本
的
に
衛
士
の
場
合
と
同
様
の
訓
練
・
試
練
・
評

価
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

-12 -

「
撃
剣
弄
槍
、

発
寄
弛
石
」
と
い

う
軍
団
兵
士
の
武
芸
教
習
内
容
は
、
衛
士
の

「
用
刀
弄
槍
、

及
発
寄
弛
石
」
と
い
う

武
芸
教
習
内
容
と
同
じ
で
あ
る
。

軍
団
兵
士
と
衛
士
の
訓
練
内
容
は
基
本
的
に
同
一

で
あ
り
、
基
本
的
に
同
じ
訓
練
・
試
練
・
評
価
方
式
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
(
七
五
七
)
閏
八
月
二
十
七
日

条
に
「
依
式
鎮
成
、
其
集
府
之
目
、
便
習
五
教
、
事
具
別
式
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大

宰
府
に
集
ま
る
日
に
「
五
教
」
を
教
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
内

防
人
の
場
合
も
、

Hで・

4ゴ・

は

「
別
式
」

に
規
定
し
て
あ
る
と
し
て
い
る
。
防
人
が
大
宰
府
に
集
ま
る
日
と
い

う
の
は
、

兵
士
が
国
府
に
集
ま
る
日
、
衛
士
の

に
対
応
し
て
お
り
、

「
本
府
試
練
」

大
宰
府
で
防
人
の
日
常
的
訓
練
成
果
の
試
練
H
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
想

定
し
て
よ
い
。
衛
士
・
防
人
・
軍
団
兵
士
を
貫
く
共
通
の
訓
練
・
試
練
・
評
価
の
細

「
別
式
」
の
存
在

貝IJ
が

「
別
式
」

養
老
令
諸
条
に
は
し
ば
し
ば

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

を
明
記
し
て
い
る
。

「
別
式
」

に
つ
い
て
明
記
は
し
て

軍
防
令
に
は
訓
練
に
関
す
る
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「
別
式
」

の
存
在
を
想
定
し
な
け
れ
ば
軍
団
で
の
兵
士
訓
練
は
成
り

立
た
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、

軍
防
令
は
兵
士
の
平
時
勤
務
の
中
心
が
訓
様
で
あ
る
こ
と
を
自

明
の
前
提
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

「
別
式
」
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

な
ぜ
軍
防
令
に
軍
団
兵
士
の
平
時
の
最
重
要
任
務
で
あ
る
訓
練
に
つ
い
て
明
確
に

規
定
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
想
定
さ
れ
る
の
は
、
唐
軍
防
令
に
お
け
る

禁
衛
軍
の
供
給
母
体
で
あ
る
折
衝
府
の
編
成
に
関
す
る
規
定
を
、
日
本
軍
防
令
が
外

征
軍
編
成
母
体
で
あ
る
軍
団
兵
士
制
の
編
成
に
関
す
る
規
定
と
し
て
継
受
し
た
こ
と

か
ら
、
訓
練
に
関
す
る
対
応
条
文
を
衛
士
の
訓
練
規
定
と
し
て
立
条
し
て
し
ま
い
、

軍
団
兵
士
の
訓
練
規
定
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
立
法
上
の
不
手
際
で
あ
る
。
し
か
し

そ
う
だ
と
し
て
も
、

「
毎
下
目
、
令
於
当
府
教
習
弓
馬
、

用
万
弄
槍
、

及
発
寄
弛
石
、

至
午
時
各
放
還
、

伺
本
府
試
練
、
知
其
進
不
」

と
い
う
衛
士
訓
練
の
内
容
は
あ
ま
り

に
一
般
的
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
も
っ
て
具
体
的
訓
練
規
定
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

b 、
。

第
二
に
想
定
す
べ
き
は
、

軍
事
訓
練
が
律
令
軍
制
の
基
本
戦
術
に
関
わ
る
軍
事
機

密
に
属
す
る
事
項
で
あ
る
か
ら
、

あ
え
て
軍
防
令
に
は
具
体
的
に
規
定
し
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
軍
防
令
が
軍
事
訓
練
を
機
密
事
項
と
し

て
軍
防
令
の
規
定
か
ら
は
ず
し

「
別
式
」

を
用
意
し
た
の
な
ら
、
唐
軍
防
令
も
同
様

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

私
は
こ
の
第
二
の
想
定
を
と
り
た
い
。

(
2
)
国
内
上
番
と
兵
士
訓
練

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
兵
士
の

「
国
内
上
番
」

と
は
何
か
に
つ
い
て
令
条
を
た
ど
っ

て
み
よ
う
。

興
味
深
い
の
は
国
内
上
番
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
規
定
が
何
も
な
い
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
衛
土
・
防
人
・
征
討
か
ら
還
郷
し
た
兵
士
は
、

そ
の
年
限

だ
け

「
国
内
上
番
」
が
免
除
さ
れ
る

(
軍
防
令
日
兵
士
以
上
条
)
。

ま
た
騎
兵
に
指

名
さ
れ
馬
の
飼
養
と
調
練
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
兵
士
に
は

「
上
番
」
が
免
除
さ
れ
て

お
り

(
厩
牧
令
口
牧
馬
応
堪
条
)
、
古
記
は
こ
の

を
衛
士
・
防
人
上
番
で

「
上
番
」

は
な
く
「
国
内
上
番
」
と
し
、
義
解
も
同
様
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
城
陸
が
破
損
し

た
場
合
に
は
兵
士
を
修
理
に
使
役
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
義
解
は
使
役
す
る

兵
士
を
「
上
番
之
兵
士
」

(
軍
防
令
田
城
陸
条
)
。
軍
団
庫
(
兵
庫
)
守
衛

(
軍
防
令

6
兵
士
備
縮
条
)
、
軍
団
倉
庫
修
理
も
義
解
に

堤
防
決
壊
応
急

と
す
る

Iま

「
上
番
人
」

か
ら
二
人

よ
れ
ば

「
上
番
兵
士
」
を
役
す
と
し

(
軍
防
令
却
軍
団
置
鼓
条
)
、

修
理
に
軍
団
兵
士
を
使
役
す
る
の
も
義
解
に
よ
れ
ば

で
あ
る
(
山
〔
日
間

「
上
番
之
兵
士
」

繕
令
国
近
大
水
条
)
。

以
上
、
令
条
や
義
解
で
は

「
国
内
上
番
」

を
免
除
す
る
と
か

「
上
番
兵
士
」

の
な

か
か
ら
使
役
す
る
と
い
っ
て
い
る
も
の
の
、

勤
務
な
の
か
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
国
内
上
番
」
が
具
体
的
に
ど
う
い
う

「
国
内
上

番
」
が
修
理
・
守
衛
な
ど

の
総
和
で
は
な
い
こ
と
は
、
第
二
節
で
述
べ
た

。。
唱
E
A

「
雑
使
」

よ
う
に
、
修
理
・
守
衛
が
上
番
中
の
兵
士
を
使
役
し
て
も
よ
い
と
い
う
限
定
的
許
可

規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
瞭
で
あ
る
。

「
国
内
上
番
」

に
は
令
条
に
は
明
示
さ
れ
て

い
な
い
本
来
の
勤
務
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
本
来
の
勤
務
こ
そ
訓
練
な
の
で
あ

る
。
軍
防
令
に
「
国
内
上
番
」

軍
事
訓

に
つ
い
て
の
具
体
的
規
定
が
な
い
こ
と
は
、

練
に
関
す
る
具
体
的
事
項
を
令
条
に
規
定
し
な
か
っ
た
こ
と
と
閉
じ
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
軍
防
令
に
規
定
の
な
い
「
国
内
上
番
」
に
つ
い
て
の
細
則
(
「
別
式
」
)

が
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
(
七

O
四
)
六
月
丁
巳
条

「勅、

毎
番
十
日
、
教
習
武
芸
、

必
使
斉
整
、
令
条

諸
国
兵
士
、
団
別
分
為
十
番
、

以
外
、

不
得
雑
使
」

の
記
事
で
あ
る
。
①
各
軍
固
定
員
一

O
O
O
人
を
一

O
番
に
分

lナ

一
番
一

O
O
人
一

O
日
ず
つ
交
替
で
各
番
六
回
六

0
日
間
、

軍
団
に
勤
務
さ
せ

る
。
②
上
番
中
は
武
芸
教
習
(
陣
法
教
習
も
含
む
)

に
専
念
さ
せ
、
全
員
が
一
定
の

水
準
に
な
る
ま
で
均
質
に
訓
練
せ
よ
。
③
「
令
条
内
雑
使
」

以
外
に
は
雑
使
さ
せ
て



か
ら
三
年
た
っ
て
か
ら
こ
の

「
国
内
上
番
」
規
定
で
あ
る
。
大
宝
令
制
定

「
国
内
上
番
」
規
則
が
制
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ

は
い
け
な
い
。
こ
れ
こ
そ
軍
団
兵
士
の

以
前
に
「
国
内
上
番
」
規
則
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

持
統
三
年
(
六
八
九
)

閏
八
月
十
日
、

諸
国
に
詔
し
て
戸
籍
作
成
を
命
じ
る
と
と

も
に
、
戸
籍
(
庚
寅
年
籍
)
作
成
と
同
時
に
徴
兵
す
る
よ
う
命
じ
た

(
『
日
本
書

紀
』
)
。

飛
鳥
浄
御
原
令
に
も
と
づ
い
て
籍
帳
制
と
徴
兵
制
日
律
令
兵
士
制
が
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。
初
め
て
の
徴
兵
に
あ
た
っ
て
、
持
統
三
年
詔
は
「
其
兵

士
者
、
毎
於
一
国
四
分
而
点
其
一
令
習
武
事
」
と
四
番
編
成
で
武
芸
教
習
H

訓
練
を

行
う
よ
う
命
じ
て
い
る
。
慶
雲
元
年
勅
以
前
は
持
統
三
年
詔
で
定
め
ら
れ
た
四
番
編

成
の

「
国
内
上
番
」
規
則
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
持
統
三
年
段
階
に
は
軍
団
制
は
ま
だ

成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
律
令
兵
士
制
の
創
始
と
軍
団
制
の
創
設
は
同
時
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
持
続
三
年
詔
は
兵
士
制
が
発
足
し
た
段
階
で
の
評
造
軍
(
評

「
国
内
上
番
」
規
則
な
の
で
あ
る
。
標
準
的
軍
団
一

O
O
O
人
は
五

制
軍
)

兵
士
の

O
戸
一
呈
の
原
則
か
ら
い
え
ば
二

O
里
分
の
徴
兵
人
数
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
養
老

令
の
郡
の
等
級
規
定
か
ら
み
て
マ
標
準
的
軍
団
は
お
お
む
ね
二
つ
か
ら
四
つ
の
郡
で

徴
兵
さ
れ
た
兵
士
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
評
領
域
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
郡
領
域

に
移
行
し
た
と
す
れ
ば
、

一
軍
団
は
大
宝
令
制
以
前
の
評
造
軍
(
評
制
軍
)
二
個

1

四
個
を
統
合
し
た
規
模
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
評
制
軍
は
二

O
O
人

1
六

0
0
人
程
度
の
規
模
の
兵
士
集
団
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
慶
雲
元
年
制
の
よ
う
な
一

O
番
編
制
で
は
一
回
の
訓
練
集
団
の
規
模
は
せ
い
ぜ
い
二

O
人
か
ら
六

O
人
の
小
規

模
な
単
位
と
な
っ
て
し
ま
い
、

軍
団
同
様
五

O
人
一
隊
が
基
本
的
戦
闘
単
位
で
あ
っ

た
な
ら
、
二

0
1
三

O
人
規
模
で
は
訓
練
単
位
と
し
て
は
適
当
で
は
な
い
。
持
続
三

年
制
の
四
番
編
制
H

四
交
代
制
の
国
内
上
番
は
、

こ
の
よ
う
な
評
造
軍
(
評
制
軍
)

の
規
模
に
照
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

軍
団
で
の
訓
練
内
容
に
つ
い
て
は
前
稿
で
述
べ
て
い
る
同
の
で
こ
こ
で
は
簡
単
に
再

論
す
る
に
と
ど
め
る
。
兵
士
た
ち
に
は

「
国
内
上
番
」
期
間
中
(
標
準
軍
団
で
は

隊
一

O
O
人
が
連
続
す
る
一

0
日
間
を
六
回
、
計
六

0
日
間
)
、

軍
団
内
兵
営
で
合

宿
し
、

軍
団
指
揮
官
の
軍
毅
、
各
級
単
位
集
団
の
長
の
指
導
の
も
と
に
、
全
国
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル

に
も
と
づ
く
整
列
・
行
進
な
ど
の
基
本
動
作
・
基
本
隊
形

「
陣
法
式
」

-
進
退
動
静
の
訓
練
、
全
国
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
教
習
武
芸
式
」
に
も
と
づ
く
弓
射

・
撃
剣
・
弄
槍
・
地
石
・
発
怒
っ
な
ど
の
基
本
戦
技
の
訓
練
、
全
国
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
も
と
づ
く
敢
闘
精
神
・
皇
軍
意
識
な
ど
の
精
神
教
育
が
、
年
間
計
画

に
し
た
が
っ
て
施
さ
れ
る
。
訓
練
内
容
も
「
別
式
」 (
プ
ロ
グ
ラ

に
規
定

ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
)

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
雑
使
が
最
小
限
度
に
規
制
さ
れ
て
い
る
の
は
、
兵
士
た
ち

に
こ
の
よ
う
な
年
間
計
画
に
し
た
が
っ
て
計
画
的
訓
練
を
施
す
た
め
で
あ
っ
た
。

「
陣
法
式
」

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、

九
世
紀
中
葉
に
成
立

lま

「
鼓
吹
司
陣
法
式
」

し
た
『
儀
式
』
所
収
の

は
鼓
吹
司
所
属
の
鼓
吹

「
三
月
一
日
於
鼓
吹
司
試
生
等
儀
」

生
の
試
練
H

テ
ス
ト
で
あ
り
、
時
報
・
起
床
・
着
装
・
集
合
か
ら
行
進
・
布
陣
・
戦
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闘
開
始
・
戦
闘
停
止
・
帰
陣
・
解
散
に
至
ま
で
の
律
令
軍
制
の

「
陣
法
式
」

の
基
本

パ
タ
ー
ン
を
再
現
し
て
い
る
。

天
武
十
年
(
六
八
二
三
月
二
五
日
、

天
皇
臨
席
の

も
と
で
鼓
吹
試
練
が
行
わ
れ
、

同
十
二
年
十
一
月
四
日
、
諸
国
に
詔
し
て

「
陣
法
」

を
習
わ
せ
、
持
続
七
年
(
六
九
三
)
十
二
月
二
十
一
日
、
陣
法
博
士
を
諸
国
に
遣
わ

し

教

習

さ

せ

て

い

る

。

は

天

武

朝

に

制

定

さ

れ

、

改

訂

整

備

さ

れ

な

が

ら
軍
団
兵
士
制
の
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
陣
法
式
」

「
教
習
武

芸
式
」

「
陣
法
式
」

と
同
時
並
行
し

は
私
が
便
宜
的
に
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
が
、

て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)
国
府
守
衛
と
兵
士
試
練

さ
て
天
平
勝
宝
五
年
官
符
で
「
番
上
兵
士
集
国
府
日
」
と
い
う
の
は
、
軍
団
で
の

「
国
内
上
番
」
中
に
訓
練
を
受
け
た
兵
士
が
さ
ら
に
国
府
に
集
合
し
て
国
司
か
ら
試

を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。

練
(
テ
ス
ト
)

『
延
喜
式
』

に
よ
れ
ば
、
大

(
兵
部
省
)



宰
府
管
内
諸
国
で
は
毎
部
二
町

「
射
田
」

を
置
き
、

国
司
が

「
上
番
兵
士
」
を
毎
日

二
O
人
ま
で
、

一
人
に
つ
き
一

O
箭
射
さ
せ
て

「
筒
試
」

し

「
能
射
人
」

に
「
射

田

の
地
子
で
交
易
し
た

「
国
司

「
軽
貨
」

を
褒
賞
と
し
て
給
与
す
る

(
絹
な
ど
)

筒
試
上
番
兵
士
」
制
と
い
う
試
練
・
評
価
・
褒
賞
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
。

『
延
喜

式
』
段
階
に
は
一
般
諸
国
の
軍
団
兵
士
制
は
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
の
で
大
宰
府

管
内
諸
国
の
射
田
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
条
文
の
な
か
に

「
自
余
有
兵
士
国
、
毎
部
置
一
町
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、

こ
の

試
練
・
評
価
シ
ス
テ
ム
は
軍
団
兵
士
制
存
続
期
に
は
全
国
的
規
模
で
施
行
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
射
田
地
子
に
よ
る
褒
賞
は
、

天
平
勝
宝
六
年
(
七
五
四
)
十
月
十
日

の

「
畿
内
七
道
諸
国
」

「
射
田
」
設
定
指
令
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で

J、、

の

あ
り

(
『
続
日
本
紀
』
)
、

こ
の
射
田
設
置
指
令
が
前
年
の
天
平
勝
宝
五
年
官
符
の

国
府
に
お
け
る
試
練
強
化
指
令
に
対
応
す
る
政
策
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

天
平
宝
字
八
年
(
七
六
四
)
九
月
、
最
高
軍
事
指
揮
権
を
回
収
し
た
孝
謙
上
皇
と
対

立
を
深
め
る
仲
麻
日
は
、
最
高
軍
事
指
揮
権
が
な
い
ま
ま
軍
事
力
を
結
集
す
る
手
段

「
国
司
筒
試
上
番
兵
士
制
」

を
利
用
し
よ
う
と
し
た
。

『
続
日
本
紀
』

と
し
て
こ
の

天
平
宝
字
八
年
九
月
十
八
日
条
に
「
准
拠
諸
国
試
兵
之
法
、
管
内
兵
士
毎
回
廿
人
。

五
日
為
番
。
集
都
督
衛
。
簡
閲
武
芸
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
二

O
人
ず
つ
玉

日
間
上
番
さ
せ
て

「
武
芸
」

を
「
簡
閲
」

す
る
と
い
う
の
が

「
諸
国
試
兵
之
法
」

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
二

O
人
と
い
う
の
は
大
宰
府
管
内
諸
国
の

「
国
司
簡
試
上

番
兵
士
」
制
の
試
練
人
数
と
同
じ
で
あ
り
、

そ
れ
は
天
平
勝
宝
五
年
・
同
六
年
に
仲

麻
自
の
再
軍
備
・
軍
拡
対
新
羅
強
硬
路
線
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
、

国
司
に
よ

る
国
府
で
の
兵
士
試
練
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
の
整
備
は
射
田
設
置
に
よ

る
試
練
強
化
に
眼
目
が
あ
る
の
で
あ
り
、

二
O
人
ず
つ
国
府
に
集
め
て
試
練
を
行
う

の
は
軍
団
制
創
設
以
来
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

各
軍
団
一

O
O
O
人
規
模
で
あ
っ
た
場
合
、

兵
士
た
ち
は
二
隊
一

O
O
人
ず
つ
連

続
す
る
一

0
日
間
の
国
内
上
番
を
六
回
勤
め
、

そ
の
間
訓
練
に
専
念
す
る
の
で
あ
る

が
、
国
内
上
番
中
の
兵
士
た
ち
は
そ
の
う
ち
の
ど
こ
か
で
連
続
す
る
五
日
問
、

大
ご
り

に
国
府
に
上
番
し
て
試
練
(
テ
ス
ト
)
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
国
府
に
は
つ
ね
に
二

O
人
(
同
一
軍
団
所
属
兵
士
と
は
か
ぎ
ら
な
い
)

こ
と
で
あ
る
す
国
府
上
番
中
の
兵
士
は
、

の
兵
士
が
上
番
し
て
い
た
と
い
う

国
司
か
ら
試
練
を
受
け
る
時
間
以
外
の
時

間
同
斗
品
、

f
l
 国
庁
・
鈴
蔵
・
国
府
諸
門
等
の
国
府
諸
施
設
の
守
衛
勤
務
に
つ
い
て
い
た
。

こ
れ
が
兵
士
の
国
府
守
衛
勤
務
の
実
相
で
あ
っ
た
。
国
府
守
衛
が
令
条
に
規
定
さ
れ

て
い
な
い
の
は
立
法
上
の
不
備
で
は
な
く
、
令
条
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
国
内
上
番

の
中
心
任
務
で
あ
る
訓
練
・
試
練
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

国
府
守
衛
が

「
令
条
内
雑
使
」

に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、

以
上
の
事
情
に
よ
る
。

こ
の

「
国
司
簡
試
上
番
兵
士
」
制

H

「
諸
国
試
兵
之
法
」
が
始
ま
っ
た
の
は
、
評

造
軍

段
階
の
持
統
三
年
(
六
八
九
)

(
評
制
軍
)

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本

書
紀
』
持
続
三
年
(
六
八
九
)

F
D
 

噌

B
A

七
月
十
五
日
条
「
詔
左
右
京
職
及
諸
国
司
、
築
習
射

所
」
の
記
事
の
い
う
「
習
射
所
」

は
、
す
で
に
陣
法
教
習
が
評
制
軍
単
位
に
実
施
さ

れ
て
い
る
の
で
、

国
府
内
施
設
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
宝
軍
防
令

制
定
に
あ
た
り
、

軍
団
制
成
立
以
前
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
た
兵
士
の
国
内
上
番

-
国
府
試
練
・
国
府
守
衛
に
つ
い
て
、

軍
防
令
構
想
者
た
ち
は
あ
え
て
具
体
的
に
令

で

条
に
規
定
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五

兵
士
制
廃
止
と
「
令
条
内
雑
使
」
の
行
方

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
訓
練
以
外
の
令
条
に
規
定
さ
れ
た
兵
士
の
任
務
が

「

A官

条
内
雑
使
」

で
あ
り
、
兵
士
の
中
心
任
務
で
あ
る
訓
練
や
試
練
に
つ
い
て
は
、
令
条

に
は
明
確
に
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
思
う
。

「
令
条
内
雑

使
」
は
あ
く
ま
で

「
雑
使
」

で
あ
り
訓
練
と
は
同
等
で
は
な
く
、

訓
練
に
専
念
さ
せ

る
た
め
に
兵
士
使
役
は
令
条
内
雑
使
だ
け
に
限
定
し
他
の
雑
使
は
禁
止
さ
れ
て
い
た



の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、

訓
練
と
令
条
内
雑
使
が
同
等
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
兵
士
廃
止
に
と
も

な
っ
て
兵
士
任
務
の
う
ち
何
が
消
滅
し
何
が
ど
う
い
う
組
織
な
り
制
度
に
継
承
さ
れ

た
の
か
、

と
い
う
問
題
と
関
わ
っ
て
く
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
尾
氏
は

「
軍
団

兵
士
制
が
停
止
さ
れ
る
度
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
と
ら
れ
た
措
置
に
お
い
て
、

そ
の
役

務
内
容
が
国
内
要
地
の
守
衛
し
か
明
示
し
て
い
な
い
こ
と
」
が

「
国
内
上
番
兵
士
」

の
役
務
の
う
ち
で
守
衛
が
最
重
要
役
務
で
あ
っ
た
こ
と
を

「
暗
に
示
し
て
い
る
」

(
五
七
頁
)

と
す
る
。
中
尾
氏
は
守
衛
と
訓
練
と
同
等
と
い
い
つ
つ
、
守
衛
こ
そ

(
訓
練
よ
り
も
)
最
重
要
役
務
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
「
役
務
」

H

「
雑
使
」

の
な
か
で
は
、

は
雑
俸
の
な
か
に
解
消
で
き
な
い
最
重
要

兵
士
制
廃
止
に
よ
る
兵
士
任
務
の
白
丁
や
健
児
に

「
守
衛
」

「
雑
使
」

し
か
し
、

で
あ
っ
た
。

よ
る
代
替
継
承
は
、
中
尾
氏
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
評
価
を
す
る
の
が
正
し
い
。

す
な
わ
ち
守
衛
を
含
む
令
条
内
雑
使
が
兵
士
固
有
の
任
務
な
ら
、

そ
れ
ら
の
任
務

が
存
続
す
る
か
ぎ
り
兵
士
を
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

兵
士
を
廃
止
し
て
白
丁

や
健
児
に
代
替
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
軍
団
兵
士
制
で
は
な
く
別
の
制

度
で
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
令
条
内
雑
使
が
兵
士
固
有
の
任
務
で
は

な
い
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

軍
団
兵
士
制
の
廃
止
と
と
も
に
消
滅
す
る
任
務
、

こ
れ
こ
そ
兵
士
固
有
の
最
重
要
任
務
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
消
滅
す
る
任
務
は
何
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
全
国
統
一
マ
ニ
ュ
ア
ル

(
陣
法
式
」

「
教
習
武
芸
式
」
)

も

と
づ
く
全
国
共
通
の
定
期
交
替
訓
練
で
あ
る
。

軍
団
兵
士
制
の
本
質
は
こ
こ
に
あ
る
。

国
府
守
衛
は
、

訓
練
を
経
た
兵
士
が
国
府
で
試
練
を
受
け
る
国
府
上
番
に
付
随
す
る

任
務
で
あ
っ
た
。
国
府
守
衛
は
令
条
内
雑
役
で
は
な
い
が
、
兵
士
制
廃
止
に
よ
っ
て

兵
士
の
国
府
上
番
も
消
滅
す
る
か
ら
、
代
替
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
令
条
内
雑
使
の
兵
庫
守
衛
と
令
条
に
規
定
を
も
た
な
い
国
府
守
衛
が
、

兵
士
廃
止
と
共
に
設
置
さ
れ
た
健
児
に
担
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
他
の

「
令
条
内
雑
使
」

は
雑
俸
の
な
か
に
解
消
さ
れ
る
。
中
尾
氏
や
吉
永
氏
は
、

兵
士
の

中
心
任
務
で
あ
る
訓
練
を
隅
に
追
い
や
っ
て
、

兵
士
に
と
っ
て
副
次
的
任
務
に
す
ぎ

な
し、

「
雑
使
」

を
中
心
に
据
え
て
議
論
す
る
倒
錯
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
兵
士
雑
使
」
と
罪
人
追
捕
要
員
「
人
兵
」

中
尾
氏
・
吉
永
氏
ら
は
、
捕
亡
令

2
有
盗
賊
条
・
同

3
追
捕
罪
人
条
の

占

J

「
率
随
近

兵
及
夫
」

(
2
有
盗
賊
条
)
、

「
所
発
人
兵
」

(
3
追
捕
罪
人
条
)
の

「
兵
」
を
一

義
的
に
軍
団
兵
士
と
み
な
し
て
、
中
尾
氏
は
罪
人
追
捕
を
兵
士
に
限
定
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
が
兵
士
の

「
役
務
」

の
一
っ
と
と
ら
え

(
し
た
が
っ
て
守
衛
ほ
ど
の
重
要

性
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
)
、
吉
永
氏
に
あ
っ
て
は
罪
人
追
捕
を
兵
庫
守
衛
と
同
等

の
兵
士
の
主
要
任
務
で
あ
る
と
よ
り
積
極
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
捕
亡
令

2
条
の
義

解
カ2

「
兵
者
、

3
条
の
義
解
が

「
人
夫
及
兵
士
」
と

兵
士
也
、
夫
者
、

人
夫
也
」
、

解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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「
兵
」
が
軍
団
兵
士
で
あ
る
こ
と
を
自
明
視
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
義
解
は
軍
団
兵
士
制
廃
止
後
の
九
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
も
の
で

あ
り
、
義
解
の
解
釈
を
自
明
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
捕
亡
令

2
・
3
条
の

「兵」

を
「
兵
士
」
と
み
る
の
な
ら
、

そ
の
こ
と
を
積
極
的
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
中
尾
氏
も
吉
永
氏
も
そ
の
よ
う
な
証
明
作
業
を
行
つ
て
は
い
な
い
。

私
は
、
捕
亡
令
の

「
兵
」
が
兵
士
を
指
す
概
念
で
は
な
く
、

よ
り
一
般
的
に
武
装

「
捕
亡
令
『
臨
時
発
兵
』
規

追
捕
要
員
を
指
す
概
念
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
論
文

定
に
つ
い
て
」
巳
な
ど
で
繰
り
返
し
論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

分
な
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

私
見
は
ま
だ
十

こ
こ
で
は
捕
亡
令
の

「
兵
」
概
念
が
軍
団
兵
士
を
一
義
的
に
指
す
概
念
で
は
な
い
こ
と
、

し
た
が
っ
て
罪

人
追
捕
が
兵
士
の

「
令
条
内
雑
使
」
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
な

私
見
を
再
論
し
よ
う
と
思
う
。
。

さ
て
罪
人
追
捕
が
兵
士
固
有
の
任
務
で
あ
る
な
ら
、
国
家
権
力
に
と
っ
て
罪
人
追

が
ら
、



捕
機
能
は
不
可
欠
の
権
能
で
あ
る
か
ら
兵
士
制
を
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず

そ
れ
で
も
兵
士
制
を
廃
止
す
る
な
ら
、
廃
止
時
点
で
罪
人
追
捕
に
つ
い
て

兵
士
制
に
代
わ
る
何
ら
か
の
法
的
措
置
に
つ
い
て
明
示
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し

で
あ
り
、

か
し
延
暦
十
一
年
(
七
九
二
)
、

罪
人
追
捕
に
つ
い
て
何
ら
新
た
な
法
的
措
置
を
し

な
い
ま
ま
兵
士
制
は
廃
止
さ
れ

だ
け
で
あ
る
)
、
廃
止
し
た
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
国
内
治
安
が
悪
化
し
た
と
か
罪

軍
団
兵
士
制
が
廃
止
さ

(
健
児
制
は
国
府
兵
庫
守
衛
任
務
を
明
示
し
て
い
る

人
追
捕
に
支
障
が
生
じ
た
と
い
う
痕
跡
は
見
あ
た
ら
な
い
。

れ
て
数
十
年
が
経
っ
た
九
世
紀
中
葉
の
群
盗
海
賊
追
捕
に
お
け
る
発
兵
文
言
に
、
捕

亡
令
追
捕
罪
人
条
の

「
人
兵
」

の
語
が
散
見
さ
れ
る
が
、

こ
の

「
兵
」
が
す
で
に
廃

止
さ
れ
た
軍
団
兵
士
を
指
す
語
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
捕
亡
令
追
捕
罪

の
「
兵
」
が
、
義
解
の
い
う
よ
う
に
兵
士
を
指
す
の
な
ら
、

兵
士
が
存
在
し
な
い
九
世
紀
の
群
盗
海
賊
追
捕
に
「
人
兵
」

人
条
の
「
人
兵
」

軍

団

の
語
を
使
う
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
政
府
が

「
人
兵
」

の
用
法
を
意
図
的
に
転
換
し
た
と
い
う
形
跡
は
な
い

(
新
た
な

「
人
兵
」
制
創
設
論
は
問
題
に
な
ら
な
い
)
。

「
兵
及
夫
」

「
人
兵
」

語
義
に
対
す
る
義
解
の

「
兵
者
、

兵
士
也
、
夫
者
、

人
夫
也
」
、

「
人
夫
及
兵
士
」

と
い
う
解
釈
は
、
兵
士
制
廃
止
後
の
兵
士
が
存
在
し
な
い
現
実
の
な
か
で
の
法
家
の

机
上
の
解
釈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
捕
亡
令
の
い
う
「
兵
及
夫
」

「
人
兵
」

の

「丘〈」

は
軍
団
兵
士
を
指
す
用
語
で
は
な
い

(
同
義
で
は
な
い
)

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

捕
亡
令
の
罪
人
追
捕
規
定
の

あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
次
元
の
語
で
は
な
く
、

「
兵
及
夫
」

「
人
兵
」

「丘(」

は
、
軍
団
兵
士
で

の

「丘〈」

は
武
装
し
た
追
捕
要
員
、

「人」

お
よ
び

lま

夫

「
人
夫
」

で
非
武
装
の
追
捕
要
員
、

「
人
兵
」

は
武
装

非
武
装
を
問
わ
ず
追
捕
要
員
の
総
称
、

を
表
す
用
語
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
武
装
・
非
武

装
の
厳
密
な
区
分
を
必
要
と
す
る
か
と
い
え
ば
、

武
装
人
員
を
合
法
的
に
二

O
人
以

上
動
員
す
る
場
合
、

そ
れ
が
兵
士
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、

「
発
兵
勅
符
」

を
必

要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

同
じ
く
捕
亡
令
と
し
て
一
括
し
て
法
文
化
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
、

「
馳
駅
奏
言
」

「
発
兵
勅
符
」
を
必
要
と
し
な
い
非
武
装
要
員
(
「
人

夫

の
動
員
に
よ
る
軽
微
な
犯
罪
(
窃
盗
・
逃
亡
)

の
追
捕
と
、

「
馳
駅
奏
言
」

「
発
兵
勅
符
」
を
必
要
と
す
る
武
装
要
員
(
「
兵
」
)

の
動
員
に
よ
る

「
重
犯
」

(
謀
反
・

の
追
捕
と
で
は
ま
っ
た
く
鎮
圧
手
続
き
を
異
に
し
て
い
る
。

「
切
害
」
)

後
者
の
手
続
き
を
私
は
か
つ
て
捕
亡
令
「
臨
時
発
兵
」
規
定
と
命
名
し
た
。

本
的
に
手
続
き
を
異
に
す
る
両
者
が
捕
亡
令
有
盗
賊
条
・
追
捕
罪
人
条
に
同
時
に
規

こ
の
根

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

両
者
の
追
捕
要
員
を
総
称
す
る
概
念
と
し
て

「
兵
及
夫
」

の
語
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
私
が

年
来
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
捕
亡
令
「
臨
時
発
兵
」
規
定
に
つ
い
て
の
詳
細

「
人
兵
」

に
つ
い
て
は
、

別
稿
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

八
世
紀
、
捕
亡
令
罪
人
追
捕
規
定
に
も
と
づ
く
武
力
動
員
の
事
例
は
乏
し
い
が
、

『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三
年
(
七

O
六
)
二
月
二
十
六
日
条
「
京
及
畿
内
盗
賊
滋
起
、

は
、
発
足
問
も
な
い
律
令
国
家
が
地
方
諸
国
で
発
生

月

i
唱

E
A

因
差
強
幹
人
、
悉
令
逐
捕
駕
」

の

す
る
群
盗
な
ど
の
罪
人
追
捕
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
性
格
の
武
力
を
動
員
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
記
事
で
あ
る
。
京
畿
内
諸
国
の

盗
賊
追
捕
が
、
整
備
し
た
ば
か
り
の
軍
団
兵
士
の
動
員
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

国
司

に
「
強
幹
人
」
を
差
発
し
て
行
う
よ
う
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の

「
強
幹
人
」

は
、
兵
衛
選
抜
資
格
で
あ
る

(
軍
防
令
犯
兵
衛

で
あ
り
、

「
郡
司
子
弟
、

強
幹
便
於
弓
馬
者
」

(
軍
防
令
訂
内
六
位
条
)

し
た
が
っ
て
兵
衛
の
選
抜
母
体
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
軍
団
の
各
級
指
揮
官
(
軍
毅

条
)

「
身
材
強
幹
、
便
於
弓
馬
」

の

「
強
幹
」

-
旅
帥
・
校
尉
・
隊
正
)

や
軍
団
騎
兵
の
選
抜
母
体
で
も
あ
る

「
庶
人
便
於
弓
馬

者」

「
便
弓
馬
者
」

を
指
し

(
軍
防
令

2
隊
伍
条
)

(
軍
防
令
口
軍
団
大
毅
条
)

て
い
る
と
み
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
兵
衛
・
軍
団
幹
部
・
騎
兵
の
共
通
の
選
抜
母
体
を
「
百
姓
便
弓
馬

者
」
と
概
念
化
す
る
と
、

軍
団
兵
士
制
・
兵
衛
制
は
、

の
広
汎

「
百
姓
便
弓
馬
者
」



に
存
在
を
前
提
に
創
設
さ
れ
存
続
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
軍
防
令

の
字
面
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。

一
一
月
十
二
日
、
伊
勢

天
平
宝
宇
六
年
(
七
六
二
)

-
近
江
・
美
濃
・
越
前
四
国
の

「
郡
司
子
弟
及
百
姓
、
年
愉
巳
下
廿
己
上
練
習
弓
馬

者
」
か
ら
健
児
が
選
抜
さ
れ
て
お
り

(
『
続
日
本
紀
』
)
、
宝
亀
十
一
年
(
七
八

O
)
三
月
十
六
日
の
軍
縮
改
革
に
お
い
て
選
抜
対
象
と
さ
れ
た
の
は

「
段
富
百
姓
才

堪
弓
馬
者
」

同
年
七
月
二
十
六
日
、
北
陸
道
諸
国
に
沿
岸
防
衛

で
あ
り

(
同
右
)
、

に
関
す
る

そ
の
第
三
条
で
は
地
勢
に
応
じ
て
防
禦

「
警
固
式
」

を
布
達
し
た
さ
い
、

拠
点
を
設
定
し
て
標
識
を
立
て
、

「
兵
士
己
上
及
百
姓
便
弓
馬
者
」

を
そ
の
居
住
地

-
勤
務
地
か
ら
の
距
離
に
応
じ
て
防
禦
拠
点
に
配
属
す
る
と
し
て
い
る

(
『
続
日
本

紀
』
)
。

こ
の
沿
岸
防
衛
令
は
天
平
期
の
節
度
使
の
例
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
律
令
国
家
は
、

軍
団
兵
士
制
や
兵
衛
制
を
創
設
・
維
持
す
る
と
き
、

ま
た
武
装
要
員
を
必
要
と
す
る
新
た
な
軍
事
政
策
を
と
る
と
き
、

そ
の
中
核
要
員
を

「
百
姓
便
弓
馬
者
」

か
ら
調
達
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
国
街
は

「
百
姓
便

弓
馬
者
」
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
も
別
稿
で
繰
り

返
し
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
国
司
が
毎
年
、

「
兵
士
歴
名
簿
」
な
ど
国
内

軍
事
力
デ

l
タ
を
朝
集
使
を
通
し
て
太
政
官
(
兵
部
省
)

に
提
出
す
る
さ
い
、

同
時

「
百
姓
器
仕
帳
」

を
調
査
・
作
成
・
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

百

姓
器
仕
帳
」

器
伎

(
H
兵
器
)
所
持
者
の
名
前
と
所
持
器
伎
の
器
種
・
数
量

こ
+
晶
、

が
最
低
限
記
載
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
国
郡
行
政
に
よ
っ
て
調
査
さ

れ

「
百
姓
器
仕
帳
」

に
登
録
さ
れ
た
公
民

こ
そ

「
百
姓
便
弓
馬
者
」
に

(
百
姓
)

ほ
か
な
ら
な
い
。

国
街
は

「
百
姓
便
弓
馬
者
」

を
毎
年
作
成
す
る

「
百
姓
器
仕
帳
」

に
よ
っ
て
把
握
し
、

兵
衛
と
し
て
中
央
に
貢
進
し
た
り
、
騎
兵
と
し
て
徴
兵
し
た
り
、

軍
団
幹
部
と
し
て
採
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

罪
人
追
捕
に
お
い
て
動
員

そ
し
て
、

さ
れ
た

「
強
幹
人
」
も
、
す
な
わ
ち

「
百
姓
便
弓
馬
者
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
、
捕
亡
令
罪
人
追
捕
規
定
の

兵

H
武
装
追
捕
要
員
は
、

ち
ろ
ん
、

「
百
姓
便
弓
馬
者
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も

私
は
罪
人
追
捕
要
員
か
ら
軍
団
兵
士
が
排
除
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
い
る

具
体
的
に
は

の
で
は
な
い
。
捕
亡
令

3
追
捕
罪
人
条
は
、

「
其
当
界
有
軍
団
、

即
与
相
知
、
随
即

討
撲
、

と
、
犯
罪
発
生
地
点
を
管

-
・
其
得
賊
不
得
賊
、
国
郡
軍
団
、
皆
付
考
」

とす
をる
義郡
務内
づに
け軍
ら団
れが
てあ
いつ
るた
2場
A 
ロ

に
は
罪
人
追
捕
に
協
力
す
る
こ

軍
団
(
軍
毅
)

し
か
し
罪
人
追
捕
へ
の
軍
団
関
与
は
、
事
件
発
生
郡

内
に
軍
団
が
あ
っ
た
場
合
と
い
う
限
定
的
な
関
与
で
あ
り

(
軍
団
か
ら
武
装
要
員
を

出
す
場
合
、

を
必
要
と
す
る
の
は

の
場
合
と
同

「
百
姓
便
弓
馬
者
」

「
発
兵
勅
符
」

じ
で
あ
る
)
、
捕
亡
令
は
追
捕
主
体
を
国
郡
司
と
し
て
い
る

(
武
装
要
員
動
員
の
場

合
は
国
司
、

非
武
装
要
員
動
員
の
場
合
は
郡
司
も
)
。

軍
団
が
管
内
事
件
に
関
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、

八
世
紀
後
半
、

主
と
し
て
東
国
で
起
こ
っ
て
い
た
郡
家
放
火
事
件
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で
あ
る
。

「
軍
団
之
設
擬
備
急
事
、
今
部
家
焚
焼
、
曽
不
禁
救
、
自
今

こ
こ
で
は
、

以
後
、
有
如
此
類
、
当
団
軍
毅
主
帳
悉
解
見
任
」
と
い
う
よ
う
に
、
軍
団
軍
毅
ら
が

何
の
救
援
活
動
も
禁
圧
活
動
も
し
な
い
実
態
が
報
告
さ
れ
、
禁
圧
・
救
援
活
動
し
な

か
っ
た
ら
軍
毅
・
主
帳
と
も
見
任
解
却
と
い
う
罰
則
で
威
嚇
し
て
郡
家
救
援
を
促
し

て
い
る

(
『
類
来
三
代
格
』
宝
亀
四
年
八
月
二
十
九
日
官
符
)
。

国
郡
か
ら
要
請
さ

れ
で
も
動
こ
う
と
し
な
い
軍
団
軍
毅
の
実
態
が
う
か
が
い
知
れ
て
興
味
深
い
。

し
か

は
放
火
犯
追
捕
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
、
想
定
さ
れ
て
い
る
主
要

活
動
は
む
し
ろ
消
火
・
庫
内
官
物
運
出
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
と
す
る
と
、

し
こ
の

「
禁
救
」

こ
の
事

例
は
追
捕
活
動
と
い
う
よ
り

「
令
条
内
雑
使
」

の
な
か
の
緊
急
堤
防
復
旧
に
近
い
。

捕
亡
令
「
臨
時
発
兵
」
規
定
の
特
殊
な
適
用
方
式
で
あ
る

「
警
固
式
」

で
は
、

tロ

岸
要
害
へ
の

「
兵
士
己
上
及
百
姓
便
弓
馬
者
」

の
配
属
を
規
定
し
て
あ
り
、
兵
士
制

存
続
下
、
緊
急
動
員
に
お
い
て
兵
士
と
と
も
に
「
百
姓
便
弓
馬
者
」
が
動
員
予
定
要



員
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
捕
亡
令
「
臨
時
発
兵
」
規
定
の

「
丘
〈
」
が

「
兵
士
」

だ
け
で
は
な
く
「
百
姓
便
弓
馬
者
」

を
含
む
概
念
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
す

も
の
で
あ
る
。
両
者
を
含
む
概
念
内
容
は
武
装
要
員
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て

軍
団
兵
士
制
廃
止
後
の

H

武
装
要
員
概
念
は
、

「
兵
士
巳
上
及
百
姓
便
弓
馬

「丘(」

者
」
か
ら

「
兵
士
己
上
」
が
脱
落
し
た

「
百
姓
便
弓
馬
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

緊
急
災
害
復
旧
に
国
内
上
番
中
の
兵
士
が
動
員
さ
れ
る
よ
う
に
、
逃
亡
犯
人
捜
索

の
た
め
の
山
狩
り
な
ど
に
上
番
中
の
兵
士
は
役
に
立
つ
だ
ろ
う
。

し
か
し
軍
団
兵
士

は
罪
人
追
捕
の
主
要
戦
力
と
は
な
り
え
な
い
。

そ
れ
は
歩
兵
集
団
戦
を
想
定
し
た
訓

練
に
あ
る
。
歩
兵
集
団
戦
訓
練
を
受
け
た
兵
士
集
団
が
、
機
動
的
・
ゲ
リ
ラ
的
な
犯

人
の
活
動
・
逃
走
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
八
世
紀
に
は
多
数
の
武

装
要
員
を
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
罪
人
追
捕
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
か

(
反
乱
を
起
こ
し
逃
走
し
た
藤
原
広
嗣
の
追
捕
は
ま
れ
な
例
で
あ
る
)
。
役
夫

逃
亡
に
対
し
て
は
非
武
装
要
員
で
十
分
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
罪
人
追
捕
要
員
と

っ
た

し
て

「
百
姓
便
弓
馬
者
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

法
的
に
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
捕
亡
令
「
臨
時
発
兵
」
規
定
が
発

動
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
九
世
紀
二

0
年
代
以
降
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
捕
亡
令
罪
人
追
捕
規
定
の
い
う
「
兵
」
が
一
義
的
に
軍
団
兵
士

を
指
す
語
で
は
な
く
、
武
装
追
捕
要
員
を
表
す
語
で
あ
り
、
具
体
的
に
は

「
百
姓
便

弓
馬
者
」
を
想
定
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、

し
た
が
っ
て
罪
人
追
捕
を
軍
団
兵
士
の

「
令
条
内
雑
使
」

の
一
つ
に
数
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、

を
明
ら
か
に

し
え
た
と
思
う
。お

わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、

『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
六
月
丁
巳
条
に
み
え
る

「
令
条
以

外
、
不
得
雑
使
」

の
記
事
の
解
釈
を
主
た
る
根
拠
と
す
る
律
令
軍
制
に
関
す
る
下
向

井
学
説
批
判
、
す
な
わ
ち
に
、
守
衛
・
修
理
・
治
安
維
持
と
訓
練
は
軍
団
兵
士
に
と

っ
て
令
条
に
規
定
さ
れ
た
同
等
の
任
務
で
あ
り
、

軍
団
兵
士
制
は
下
向
井
学
説
に
い

う
よ
う
な
対
新
羅
朝
貢
強
要
の
た
め
の
軍
事
力
で
は
な
く
国
内
治
安
維
持
の
た
め
の

軍
事
力
で
あ
っ
た
、

と
す
る
近
年
の
律
令
軍
制
研
究
の
動
向
に
対
し
て
反
論
し
、

手ム

見
を
再
確
認
し
た
。

(
1
)
 
『
続
日
本
紀
』
記
事
は
、

上
番
中
の
軍
団
兵
士
に
訓
練
に
専
念
さ
せ
る
た
め
、

令
条
で
認
め
ら
れ
た

以
外
の

に
使
役
し
て
は
い
け
な
い
、

と
解

「
雑
使
」

「
雑
使
」

釈
す
る
私
見
が
正
し
く
、

中
尾
浩
康
氏
の
よ
う
に
、

訓
練
と
守
衛
・
修
理
を
令
条
に

規
定
さ
れ
た
同
等
の
任
務
と
し

「
雑
使
」
を
不
正
私
役
と
す
る
解
釈
は
成
り
立
た
な

い
。
軍
防
令
な
ど
に
規
定
さ
れ
た
兵
士
の
守
衛
・
修
理
使
役
は
、
令
条
に
規
定
さ
れ

た
雑
使
、

「
令
条
内
雑
使
」

す
な
わ
ち

で
あ
る
。

(
2
)
兵
士
に
限
定
せ
ず
に
令
条
に
規
定
さ
れ
た

「
雑
使
」

を
み
る
と
、
衛
士
の
雑

使
制
限
(
「
別
勅
雑
使
」

の
み
容
認
)
、
医
針
生
の
雑
使
全
面
禁
止
、
内
舎
人
の
雑
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使
供
奉
(
「
令
条
内
雑
使
」
と

軍
団
兵
庫
守
衛
に
あ
た
る
上
番

「
別
勅
雑
使
」
)
、

兵
士
の
雑
使
禁
止
、

軍
団
騎
兵
の
雑
使
禁
止
な
ど
の
規
定
が
あ
り
、
雑
使
供
奉
を
本

来
の
職
掌
と
す
る
内
舎
人
以
外
は
、
本
来
の
任
務
に
専
念
さ
せ
る
た
め
の
雑
使
の
制

限
ま
た
は
禁
止
規
定
で
あ
り
、

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

は
必
ず
し
も
不
正
私
役
を
想
定
し
た

そ
の

「
雑
使
」

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
み
て
も
、
問
題
の
『
続
日
本
紀
』
記
事

に
つ
い
て
私
見
の
解
釈
の
正
し
さ
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

(
3
)
 

「
令
条
内
雑
使
」
と
し
て
明
確
な
規
定
は

兵
士
の
国
府
守
衛
任
務
に
つ
い
て

な
い
の
は

(
中
尾
氏
ら
が
兵
士
の
令
条
内
任
務
と
同
一
視
す
る
の
は
正
し
く
な
い
)
、

国
府
守
衛
任
務
が
兵
士
の
国
内
上
番
目
軍
団
で
の
訓
練
任
務
の
延
長
だ
か
ら
で
あ
っ

た
。
兵
士
訓
練
と
国
内
上
番
に
つ
い
て
軍
防
令
に
は
具
体
的
な
規
定
が
な
い
。
そ
れ

は
訓
練
規
定
が
軍
事
機
密
に
属
す
る
か
ら
で
あ
り
、

「
別
式
」

訓
練
に
つ
い
て
は

規
定
さ
れ
て
い
た
。
問
題
の
『
続
日
本
紀
』
記
事
は
軍
団
兵
士
の
国
内
上
番
H

年
間



交
替
訓
練
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の

「
別
式
」
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

訓
練
内
容
に
つ
い
て
は

「
陣
法
式
」

「
武
芸
式
」
な
ど
の

「
別
式
」
が
用
意
さ
れ
て

い
た
。
国
府
守
衛
任
務
は
、

軍
団
で
訓
練
中
の
兵
士
が
二

O
人
ず
つ
五
日
間
、
国
府

で
国
司
か
ら
試
練
(
テ
ス
ト
)

を
受
け
る
期
間
中
の
任
務
で
あ
り
、
令
条
に
明
確
な

規
定
の
な
い
定
期
交
替
訓
練
の
一
環
だ
っ
た
か
ら
、
令
条
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

(
4
)
中
尾
氏
は
国
府
兵
庫
守
衛
H
国
内
治
安
維
持
が
兵
士
制
の
最
重
要
任
務
で
あ

っ
た
こ
と
を
、
兵
士
制
廃
止
に
代
わ
っ
て
国
府
兵
庫
守
衛
を
任
務
と
す
る
健
児
制
が

置
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
す
る
が
、
逆
で
あ
る
。

兵
士
制
の
廃
止
は
平
時
の
最

重
要
任
務
で
あ
る
定
期
訓
練
の
廃
止
を
意
味
し
て
お
り
、

兵
士
固
有
の
最
重
要
任
務

が
定
期
訓
練
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
健
児
へ
の
転
換
は
、

国
府
守
衛

任
務
が
兵
士
制
以
外
の
制
度
で
代
替
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(
5
)
中
尾
氏
ら
は
捕
亡
令
罪
人
追
捕
規
定
に
み
え
る

「丘〈」

を
「
兵
士
」

と
み
な
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し
、
罪
人
追
捕

H
国
内
治
安
維
持
を
軍
団
兵
士
の
令
条
内
任
務
と
す
る
。

し
か
し
捕

亡
令
の

「丘ハ」

は
別
稿
で
詳
論
し
た
と
お
り
、

一
義
的
に
軍
団
兵
士
を
指
す
語
で
は

な
く
、

武
装
追
捕
要
員
を
表
す
語
で
あ
り
、

具
体
的
に
は

「
百
姓
便
弓
馬
者
」

を
想

定
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
罪
人
追
捕
を
軍
団
兵
士
の

「
令
条
内
雑
使
」

の
一
つ
に

数
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
、
本
稿
で
は
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
六
月
丁
巳
条
の

「
令
条
以
外
、

不
得

雑
使
」

の
記
事
に
焦
点
を
絞
っ
て
、

近
年
の
下
向
井
律
令
軍
制
学
説
批
判
に
対
し
て

反
論
を
加
え
、

下
向
井
学
説
を
再
確
認
し
た
。

叫
『
史
学
研
究
』
一
七
五
号

一
九
八
七
年

柁
『
史
学
雑
誌
』
一

O
O編
六
号

一
九
九
一
年



時
『
歴
博
』
七
一
号

一
九
九
五
年
。
今
回
の
科
学
研
究
費
に
よ
っ
て
、
本
論
文
を
基
礎
に
論
文
「
日
本
律
令
軍
制
の
展
開
過
程
」
を
ま
と
め
た
が
、
未
定
稿
の
た
め
報
告
書
に
は
掲
載
で
き
な
い
。

叫
『
古
代
文
化
』
四
九
巻
一
一
号

一
九
九
七
年

時
私
の
律
令
軍
制
学
説
が
私
が
期
待
し
た
方
向
で
継
承
・
展
開
さ
れ
て
は
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
本
論
で
追
々
述
べ
て
い
く
が
、
近
年
の
律
令
軍
制
研
究
は
下
向
井
学
説
を
否
定
し
、
私
に
よ
っ

て
克
服
さ
れ
た
は
ず
の
旧
学
説
を
復
活
さ
せ
る
方
向
で
進
ん
で
い
る
。

持
た
し
か
な
史
科
の
な
か
に
「
教
習
武
芸
式
」
と
い
う
語
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
は
前
稿
で
武
芸
教
習
に
関
す
る
「
別
式
」
を
か
り
に
「
教
習
武
芸
式
」
と
名
付
け
た
。

幻
「
日
本
律
令
軍
制
の
特
質
」

(
『
日
本
史
研
究
』
七
六
号

一
九
六
五
年
)

時
『
日
本
史
研
究
』
四
七
六
号

二
O
O
一
年

特
訓
棟
と
守
衛
等
「
役
務
」
を
閉
じ
レ
ベ
ル
の
任
務
と
す
る
中
尾
氏
の
所
論
は
、
延
暦
十
一
年
(
七
九
二
)
軍
団
兵
士
制
廃
止
の
直
接
的
要
因
が
、
大
量
の
対
蝦
夷
戦
争
従
軍
者
が
帰
国
後
に
国
内
上
番
を
免
除
さ

れ
て
国
府
守
衛
等
が
不
足
す
る
事
態
に
陥
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
氏
の
論
文
の
中
心
論
点
と
呼
応
し
て
い
る
。
だ
が
氏
の
訓
練
・
守
衛
同
等
論
(
あ
る
い
は
守
衛
最
重
要
役
務
論
)
が
そ
も
そ
も
間
違
っ
て
い

れ
ば
、
兵
士
制
廃
止
要
因
の
理
解
に
つ
い
て
も
自
ず
か
ら
そ
の
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

刑
佐
々
喜
章
「
軍
団
兵
士
制
の
展
開
に
つ
い
て
」

(
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
五
四
号

二
O
O四
年
)
。
軍
団
兵
士
制
は
私
が
主
張
す
る
対
外
的
軍
事
力
と
し
て
の
側
面
は
乏
し
く
全
国
画
一
的
で
も
な
く
、
規

模
や
任
務
に
地
域
差
を
生
み
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
と
論
じ
る
。
私
は
律
令
室
制
の
全
体
構
造
の
実
証
的
検
討
を
通
し
て
、
新
羅
に
朝
貢
を
強
要
す
る
こ
と
を
主
目
的
に
構
築
さ
れ
た
対
外
的
軍
制
で
あ
る
こ

と
を
論
証
し
た
の
で
あ
る
。

「
対
外
関
係
の
み
」
と
い
う
印
象
批
判
で
は
批
判
に
は
な
ら
な
い
。
私
の
日
本
律
令
軍
制
に
つ
い
て
の
全
体
構
造
把
握
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
ま
ず
論
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

唱
E
4
q
G
 

そ
れ
は
他
の
批
判
者
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
全
国
画
一
的
で
は
な
い
と
す
る
批
判
に
つ
い
て
い
え
ば
、
①
標
準
的
軍
団
が
一

O
O
O人
規
模
で
あ
る
こ
と
、
②
玉

O
人
一
隊
を
基
本
単
位
に
積
み
上
げ
る
内

部
編
成
、
@
全
国
共
通
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
と
づ
く
共
通
訓
練
、

の
三
点
に
お
い
て
、
私
は
全
国
画
一
的
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

一
国
の
兵
士
総
数
が
原
則
的
に
は
戸
数
と
正
丁
数
を
も
と
に
決
定
さ

れ
る
以
上
、
五

O
O人
規
模
、
六

O
O人
規
模
の
軍
団
が
あ
る
こ
と
も
、
奥
羽
両
国
・
大
宰
府
管
内
諸
国
・
長
門
国
を
中
心
に
地
域
差
が
あ
る
こ
と
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
全
体
構
造
を
き
ち
ん
と
把

握
し
た
う
え
で
細
部
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
長
門
国
の
軍
固
と
り
わ
け
豊
浦
団
の
独
自
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
軍
団
と
兵
士
」

(
『
山
口
県
史
通
史
編
I
原
始
古
代
』
第
七
編
第
四
章

二
O
O八
年
三
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

叫
『
史
学
雑
誌
』
二
六
編
七
号
二

O
O七
年

叫
吉
永
氏
は
、
守
衛
・
守
園
、
修
理
・
修
営
、
防
援
・
逓
送
・
追
捕
を
「
国
司
の
地
方
支
配
に
必
要
な
治
安
維
持
活
動
」
、
す
な
わ
ち
「
日
常
的
な
『
札
察
』
活
動
」
と
規
定
す
る
。

「
治
安
維
持
活

動
」
に
守
衛
・
守
園
、
修
理
・
修
営
、
防
援
・
逓
送
を
含
め
る
の
は
概
念
を
拡
張
し
す
ぎ
て
い
る
し
、
そ
れ
ら
を
「
札
察
」
概
念
で
包
括
す
る
の
も
本
来
的
用
法
か
ら
逸
脱
し
た
誤
用
で
あ
る
。

赤L

察
」
に
つ
い
て

『
諸
橋
大
漢
和
辞
典
』
は
「
罪
悪
を
た
だ
し
し
ら
べ
る
こ
と
」

『
小
学
館
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
「
罪
状
な
ど
を
問
い
た
だ
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
吟
味
。
尋
問
。
」
と
説
明
し
て
い

る
。
職
員
令
大
国
条
の
「
札
察
所
部
」
に
つ
い
て
集
解
私
説
は
戸
令
国
守
巡
行
条
を
引
く
が
、
国
守
巡
行
条
で
関
係
す
る
の
は
、
毎
年
一
回
国
守
が
部
内
を
巡
行
し
た
さ
い
、
部
内
百
姓
が
「
財
物
訴
訟
」

良

時
相
争
」
の
誤
審
や
刑
罰
の
寛
罪
に
つ
い
て
再
審
を
求
め
た
ら
そ
れ
に
応
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
守
の
「
部
内
札
察
」
に
と
っ
て
象
徴
的
で
は
あ
る
が
特
殊
な
ケ
l
ス
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で



「
財
物
訴
訟
」

「
良
賎
相
争
」
や
刑
罰
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

日
常
的
「
札
察
」
活
動
と
は
、

「
財
物
訴
訟
」

「
良
賎
相
争
」
や
逃
亡
・
盗
犯
・
傷
害
な
ど
の
刑
事
事
件
・
民
事
事
件
に

お
け
る
訴
の
受
理
や
犯
罪
の
摘
発
か
ら
、
捜
査
・
取
り
調
べ
・
審
理
・
判
決
に
い
た
る
手
続
き
を
指
し
、
通
常
、

「
軍
事
力
」

の
行
使
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
私
は
か
つ
て
論
文
「
王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
構

造
と
展
開
」

(
『
史
学
研
究
』

一
五
一
号

一
九
八
一
年
)

の
な
か
で
、

一
O
世
紀
以
降
、
国
司
の
指
揮
下
で
国
追
捕
使
(
押
領
使
)
が
軍
事
力
を
行
使
し
て

(
H
国
内
武
士
を
動
員
し
て
)
重
犯
追
捕
を
担
当

し
た
の
に
対
し
、
国
街
検
非
違
所
(
そ
の
前
身
の
国
検
非
違
使
)
は
軍
事
力
行
使
を
伴
わ
な
い
重
犯
の
「
勘
札
」
と
軽
犯
の
追
捕
・
勘
札
を
担
当
し
た
と
論
じ
た
が
、
そ
こ
で
「
勘
札
」
に
つ
い
て
「
犯
罪
の
捜

査
、
取
り
調
べ
と
、
そ
れ
に
よ
る
犯
罪
事
実
の
確
認
で
あ
り
、
臨
地
検
証
、
証
拠
収
集
、
犯
人
尋
問
、
証
人
か
ら
の
事
情
聴
取
な
ど
を
含
む
」
概
念
で
あ
っ
た
と
し
、

「
勘
札
」
と
ほ
ぼ
同
義
の
用
語
と
し
て

「
札
察
」
を
あ
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
札
察
」
の
語
は
、
辞
書
的
意
味
で
も
令
条
で
も
実
際
の
用
例
で
も
実
力
部
隊
に
よ
る
「
追
捕
」
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
法
律
的
刑
事
手
続
き
を
指
す
語
で
あ
る
。

と
す
る
な
ら
八
世
紀
、
吉
永
氏
の
い
う
「
日
常
的
な
『
札
察
』
活
動
」
は
、
通
常
、
国
司
(
実
務
担
当
は
援
)

-
郡
司
が
司
法
手
続
き
・
刑
事
手
続
き
と
し
て
執
行
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
軍
国
軍
毅
に
率
い
ら

れ
た
兵
士
集
団
の
治
安
維
持
活
動
な
ど
を
想
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
武
装
し
た
追
捕
要
員
の
動
員
に
は
「
発
兵
勅
符
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
論
文
で
論
じ
て
き
た
こ
と

で
あ
り
後
で
も
述
べ
る
が
、
吉
永
氏
に
は
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
。

川
吉
永
氏
は
、
私
見
の
新
羅
正
規
軍
と
の
戦
争
を
想
定
し
た
「
陣
法
」
に
も
と
づ
く
歩
兵
集
団
戦
訓
練
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
私
見
否
定
の
論
拠
は
失
礼
な
が
ら
お
粗
末
と
い
う
ほ
か
な
い
。
す
な

わ
ち
「
神
亀
元
年
(
七
二
四
)

の
海
道
蝦
夷
の
反
乱
の
際
、
征
討
の
準
備
と
し
て
改
め
て
兵
士
に
軍
陣
を
試
練
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
時
の
軍
団
に
お
け
る
軍
陣
訓
練
は
征
行
時
に
そ
の
ま
ま
機
能
す

る
詳
細
な
も
の
で
は
な
く
、
集
団
行
動
の
た
め
の
基
礎
訓
練
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」

(
四
一
頁
)
と
い
う
の
が
私
見
否
定
の
論
拠
だ
と
い
う
。
現
実
の
戦
争
を
目
前
に
し
て
い
な
い
平
時
訓
練
が
「
征
行
時

ワ臼nJ-

に
そ
の
ま
ま
機
能
す
る
」
と
考
え
て
い
る
職
業
軍
人
や
軍
制
史
研
究
者
や
戦
史
研
究
家
は
い
な
い
と
思
う
。
そ
れ
は
「
詳
細
」

「
徹
底
」
と
か
「
基
礎
訓
練
」
と
か
の
問
題
で
は
な
い
。
私
は
、
前
掲
拙

稿
注

1
論
文
で

「
戦
時
動
員
(
征
行
)
に
備
え
て
の
実
戦
的
教
練
」

(
二
五
頁
)

の
例
と
し
て
吉
永
氏
が
引
い
た
神
亀
元
年
の
征
夷
の
例
を
あ
げ
、
仲
麻
巨
の
新
羅
征
討
計
画
に
つ
い
て
は
「
選
抜
し
た

派
兵
要
員
兵
士
に
実
戦
的
教
練
を
施
し
、

-
・
・
五
年
間
に
、
派
遣
軍
兵
士
の
選
抜
と
実
戦
的
教
練
、
兵
器
・
船
舶
の
製
造
と
修
理
・
軍
棋
の
調
達
と
備
蓄
、
馬
牛
・
人
夫
・
水
夫
の
徴
用
が
、
民
衆
を

戒
厳
令
に
近
い
統
制
状
態
に
窒
息
さ
せ
つ
つ
、
強
力
な
権
限
を
付
与
さ
れ
た
広
域
軍
事
行
政
官
(
節
度
使
)
指
揮
下
の
国
街
行
政
機
構
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
」

(
三
二
頁
)
、

「
対
蝦
夷
戦
争
に
お
い

て
も
、
戦
争
準
備
に
き
わ
め
て
長
期
間
を
要
し
、

そ
の
問
、
民
衆
を
戒
厳
令
下
に
統
制
し
つ
つ
、
派
遣
軍
兵
士
の
選
抜
・
訓
練
、
兵
器
・
軍
棋
の
調
達
・
運
搬
が
行
わ
れ
た
」

(
三
三
頁

傍
線
は
本
稿

で
付
し
た
も
の
)
と
、
戦
争
を
前
に
し
た
実
戦
的
訓
練
を
平
時
訓
練
と
区
別
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
。
平
時
訓
練
を
受
け
た
兵
士
は
戦
争
が
決
定
さ
れ
派
遣
軍
に
選
抜
さ
れ
る
と
、
平
時
訓
練
を
受
け
て

き
た
こ
と
を
前
提
に
時
間
を
か
け
て
実
戦
訓
練
を
受
け
、
戦
闘
地
域
に
送
り
出
さ
れ
る
。

い
や
し
く
も
軍
事
史
を
語
る
な
ら
こ
う
い
う
こ
と
は
常
識
に
属
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
平
時
か
ら
集
団
訓
練
を

受
け
て
い
る
な
ら
た
だ
ち
に
戦
争
に
投
入
で
き
な
け
れ
ば
お
か
し
い
と
い
う
吉
永
氏
の
発
想
は
、
あ
ま
り
に
素
朴
す
ぎ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
平
時
訓
練
と
実
戦
的
訓
練
は
異
質
の
も
の
で
は
な
い
。
基

*14本
吉的
永に
氏同
はー
「マ
はニ
じュ
汚ァ
:ご ノレ

(
H
同
一
戦
術
)
に
も
と
づ
き
、
実
戦
を
想
定
し
た
応
用
技
を
組
み
入
れ
な
が
ら
、
真
剣
に
(
勝
敗
と
生
死
が
か
か
っ
て
い
る
)
実
施
す
る
の
が
実
戦
訓
練
で
あ
る
。

で
下
向
井
学
説
を
こ
の
よ
う
に
断
じ
る
。
吉
永
氏
は
、
①
征
討
軍
編
成
に
重
要
な
「
行
軍
式
」
が
大
宝
律
令
制
定
後
六

O
年
近
く
た
っ
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
、
②
北
宋
天
聖
令
の
占

領
地
復
除
規
定
を
日
本
令
が
意
図
的
に
削
除
し
て
い
る
こ
と
、

の
二
点
か
ら
、
下
向
井
の
日
本
律
令
軍
制
H
対
新
羅
朝
貢
強
要
軍
事
力
説
は
「
ま
す
ま
す
成
立
し
難
い
」
と
す
る
(
三
七
頁

し
た
が
っ
て
下
向

井
が
提
示
す
る
律
令
軍
制
の
全
体
構
造
は
検
討
す
る
に
価
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
)
。
こ
の
批
判
も
学
問
的
批
判
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
ず
①
の
批
判
点
か
ら
み
て
い
こ
う
。

「
行
軍
式
」
に
つ
い



て
の
吉
永
氏
の
認
誌
は
怯
本
政
春
氏
の
見
解
(
訟
本
『
律
令
兵
制
史
の
研
究
』

「
序
論
」
清
文
堂

二
O
O
二
年
)
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
行
軍
式
」
と
は
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
現
実
の

戟
争
に
つ
い
て
制
定
さ
れ
る
具
体
的
戦
争
計
画
・
作
戦
計
画
で
あ
る
か
ら
、
常
備
さ
れ
て
い
る
は
ず
は
な
い
。
仲
麻
巨
が
新
羅
征
討
を
企
図
し
た
と
き
に
つ
く
ら
れ
て
当
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
軍
防
令
の
な
か
で

将
軍
や
行
軍
に
つ
い
て
の
規
定
が
占
め
る
比
重
が
大
き
い
こ
と
を
素
直
に
受
け
止
め
れ
ば
、
律
令
軍
制
H
軍
団
兵
士
制
が
「
征
討
軍
」
編
成
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
軍
制
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
を
挟
む
余
地
は
な

ぃ
。
ま
た
@
の
批
判
点
も
見
当
は
ず
れ
で
あ
る
。
異
民
族
と
の
戦
争
と
異
民
族
地
域
へ
の
版
図
拡
張
を
通
常
の
事
態
と
し
て
唄
包
山
比
し
て
い
る
中
華
帝
国
に
あ
っ
て
は
、
令
H
基
本
法
の
な
か
に
占
領
地
復
除
規
定

が
あ
っ
て
当
然
で
あ
る
が
、

日
本
律
令
国
家
は
、
新
羅
に
朝
貢
を
強
要
す
る
た
め
の
「
征
討
」
を
想
定
し
て
は
い
る
も
の
の
、
私
も
吉
永
氏
が
引
用
す
る
大
津
透
氏
と
同
じ
く
「
朝
鮮
半
島
を
支
配
下
に
入
れ
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
」

(
大
津
「
『
日
本
』
の
成
立
と
律
令
国
家
」

『
上
代
文
学
』
九
二
号

二
O
O四
年

三
一
頁
)
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
日
本
律
令
国
家
が
占
領
地
復
除
規
定
を
令
リ

基
本
法
に
規
定
し
て
い
な
い
の
は
、
私
に
は
ご
く
自
然
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
。
私
は
日
本
律
令
国
家
が
朝
鮮
半
島
を
軍
事
占
領
し
て
領
土
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
な
ど
と
主
張
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

私
が
主
張
し
つ
づ
け
て
き
た
の
は
、
新
羅
に
朝
貢
を
強
要
す
る
た
め
の
、
す
な
わ
ち
大
津
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
蕃
国
を
小
国
と
し
て
政
治
外
交
的
に
服
従
さ
せ
」

(
大
津
前
掲
論
文
三
二
頁
)

る
た
め
の
軍

事
力
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
吉
永
氏
の
私
見
批
判
は
、
ま
っ
た
く
の
見
当
は
ず
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
、
二
の
自
説
に
都
合
が
い
い
と
思
う
事
実
な
り
見
解
な
り
に
寄
り
か
か
っ
て
、
体
系

的
な
先
行
学
説
を
全
否
定
す
る
安
易
な
批
判
の
手
法
に
、
私
は
危
う
さ
を
感
じ
る
。

逆
に
吉
永
論
文
「
は
じ
め
に
」

で
提
起
し
て
い
る
視
点
の
問
題
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
第
一
に
吉
永
氏
は
、
松
本
氏
の
「
侵
攻
に
重
点
を
お
い
た
外
征
軍
と
い
う
よ
り
、
外
か
ら
の
侵
攻
に
備
え
た

国
土
防
衛
露
で
あ
る
」

(
訟
本
氏
前
掲
書
「
序
論
」
)
と
い
う
私
見
に
対
す
る
印
象
批
判
を
支
持
し
て
、
律
令
軍
制
の
対
外
的
側
面
は
「
国
土
防
衛
軍
」
で
あ
っ
た
と
の
見
方
を
し
て
い
る
。
律
令
軍
制
の
管
理

で
き
な
い
よ
う
な
「
狭
い
と
ら
え
方
」

(
一
七
頁
)
で
は
、
律
令
軍
制
を
根
源
か
ら
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
「
地
政
学
的
」
位
置
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
こ
の
国
の

q
d
 
ヮ“

シ
ス
テ
ム
・
徴
兵
シ
ス
テ
ム
・
訓
練
シ
ス
テ
ム
・
動
員
シ
ス
テ
ム
・
戦
時
編
成
の
ど
こ
を
と
ら
え
て
「
国
土
防
衛
軍
」
と
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
教
え
て
頂
き
た
い
。
他
国
か
ら
の
侵
略
の
脅
威
し
か
想
定

歴
史
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
軍
防
令
の
諸
規
定
を
通
覧
し
て
他
国
の
脅
威
と
国
土
防
衛
し
か
感
じ
取
れ
な
い
歴
史
感
覚
に
私
は
危
う
さ
を
覚
え
る
。

第
二
に
吉
永
氏
は
「
支
配
体
制
と
軍
事
制
度
と
の
必
然
的
連
関
」

(
石
尾
芳
久
氏
)
と
い
う
視
点
が
先
行
研
究
に
欠
落
し
て
い
る
と
す
る
が
、

「
支
配
体
制
と
軍
事
制
度
と
の
必
然
的
連
関
」
と
い
う
視
点
と

は
、
氏
の
い
う
「
中
央
政
府
に
よ
る
地
方
支
配
貫
徹
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
の
中
に
軍
事
力
掌
握
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
、
と
い
う
視
点
の
導
入
」
を
意
味
し
て
は
い
な
い
し
、
軍
団
兵
士
制
を
治
安
維
持
軍
事
力

と
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
と
ら
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
私
は
、
班
田
制
・
編
戸
制
と
軍
団
兵
士
制
の
必
然
的
連
関
、
律
令
官
僚
制
と
兵
部
省
軍
事
行
政
の
必
然
的
連
関
、
在
地
首
長
制
と
軍
団
制
の
必
然
的
連
関
、

政
治
過
程
と
軍
事
政
策
の
必
然
的
連
関
、
究
極
的
に
は
律
令
国
家
と
律
令
軍
制
の
必
然
的
連
関
を
、

つ
ね
に
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
論
じ
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
吉
永
氏
に
は
「
欠
落
」
と
し
か
み
え
な
い

ょ
う
で
あ
る
。

第
三
に
、
壬
申
の
乱
を
「
軍
政
改
革
の
直
接
的
要
因
と
し
て
」

「
重
視
す
べ
き
」

(
三
八
頁
)

で
あ
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
勃
発
に
当
た
っ
て
地
方
豪
族
が
政
府
側
・
反
乱
側
の
ど
っ
ち
に
付
く

か
主
体
的
に
選
択
す
る
余
地
を
奪
い
、
反
乱
側
に
味
方
さ
せ
な
い
よ
う
に
地
方
軍
事
力
に
対
す
る
中
央
政
府
・
国
司
の
管
理
統
制
を
強
化
し
「
ク
ー
デ
タ
ー
再
発
防
止
」
を
図
る
こ
と
が
天
武
・
持
統
朝
の
軍
制

改
革
の
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
半
世
紀
近
く
前
の
研
究
に
も
あ
っ
た
。
し
か
し
内
乱
や
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
国
家
権
力
の
争
奪
を
め
ぐ
る
支
配
層
の
分
裂
で

あ
り
、
軍
制
改
革
に
よ
っ
て
抑
止
で
き
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ど
ん
な
軍
制
を
保
持
す
る
国
家
で
あ
ろ
う
が
支
配
層
が
和
解
し
が
た
く
分
裂
す
れ
ば
内
乱
・
ク
ー
デ
タ
ー
で
決
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
親

衛
軍
を
中
心
と
す
る
国
軍
を
効
果
的
に
掌
握
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
方
が
勝
利
を
お
さ
め
る
の
で
あ
る
。
律
令
軍
制
の
最
高
軍
事
指
揮
権
は
天
皇
に
集
約
さ
れ
、
太
政
官
・
兵
部
省
・
国
司
の
行
政
機
構
を
通
じ



て
管
理
統
制
さ
れ
て
い
た
。
大
宰
府
の
通
常
の
行
政
権
に
戦
時
動
員
権
は
な
い
は
ず
だ
が
大
宰
少
弐
藤
原
広
嗣
は
管
内
軍
団
兵
士
を
動
員
し
て
反
乱
を
起
こ
し
て
い
る
し
、
最
高
軍
事
指
揮
権
の
奪
取
に
失
敗
し

た
藤
原
仲
麻
日
は
、
そ
れ
で
も
「
諸
国
試
兵
之
法
」

H

「
国
司
簡
試
番
上
兵
士
」
制
を
準
用
し
て
諸
国
兵
士
を
動
員
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
決
行
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
広
嗣
の
乱
の
緒
戦
に
お
い
て
豊
前
国
の
郡

司
ら
は
、
政
府
軍
の
先
制
攻
撃
を
察
知
す
る
や
、
律
令
軍
制
の
編
成
・
動
員
方
式
と
は
無
関
係
に
政
府
軍
に
呼
応
し
て
挙
兵
し
(
彼
ら
が
率
い
た
「
兵
」
が
軍
団
兵
士
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
地
方
社
会
に
広

範
に
「
百
姓
便
弓
馬
者
」
が
存
在
し
、
国
街
が
「
百
姓
器
伎
帳
」
を
通
じ
て
彼
ら
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
後
述
)
、
広
嗣
反
乱
軍
の
前
線
基
地
を
襲
撃
し
て
い
る
。
吉
永
氏
の
描
く
「
軍
制
改
革
」
は
さ
し
た

る
効
果
、
か
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
よ
り
天
武
・
持
統
朝
の
軍
制
改
革
は
「
ク
ー
デ
タ
ー
再
発
防
止
」
を
目
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

律
令
軍
制
創
設
に
向
か
う
「
天
武
・
持
統
朝
の
軍
制
改
革
」
の
「
直
接
的
要
因
」
は
、
新
羅
統
一
戦
争
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
百
済
救
援
戦
争
の
戦
勝
国
新
羅
で
は
あ
る
が
、
唐
と
の
戦
争
に
勝
ち
抜

く
た
め
に
、
背
後
の
安
全
保
障
を
求
め
て
敗
戦
国
日
本
に
「
朝
貢
」
を
再
開
し
た
(
日
本
が
唐
に
荷
担
し
て
背
後
か
ら
牽
制
し
た
ら
対
唐
戦
争
に
勝
利
で
き
な
い
)
。

日
本
は
こ
の
朝
貢
関
係
を
永
続
化
す
る
た

め
に
、
新
羅
に
朝
貢
を
強
要
し
続
け
う
る
軍
事
力
建
設
を
目
指
し
て
軍
制
改
革
を
行
っ
た
。
そ
れ
が
軍
団
兵
士
制
に
結
実
す
る
天
武
・
持
続
朝
の
軍
制
改
革
で
あ
る
(
前
掲
注
2
拙
稿
「
日
本
律
令
軍
制
の
形
成

過
程
」
)
。

第
四
に
、
先
行
研
究
が
「
兵
制
と
軍
制
を
区
別
せ
ず
に
検
討
を
行
っ
て
き
た
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
唐
軍
制
で
は
「
平
時
体
制
で
あ
る
兵
制
と
臨
時
的
戦
闘
体
制
で
あ
る
軍
制
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
」

い
た
と
す
る
菊
池
英
夫
氏
の
見
解
に
依
拠
し
た
発
言
で
あ
る
が
、
律
令
軍
制
を
論
じ
る
場
合
、
軍
政
H
軍
事
行
政
と
軍
令
H
統
帥
を
区
別
し
て
捉
え
る
べ
し
と
い
う
こ
と
は
、

つ
と
に
瀧
川
政
次
郎
氏
・
石
母
国

正
氏
が
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
り
、
菊
池
氏
は
そ
の
区
別
を
軍
制
と
兵
制
と
表
現
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
私
は
、
二

O
年
以
上
前
、
瀧
川
・
石
母
国
氏
の
指
摘
を
援
用
し
て
先
行
学
説
に
そ
の
区
別
が
欠
け
て
い
る
こ

以
上
、
吉
永
論
文
「
は
じ
め
に
」
に
し
ぼ
っ
て
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、
問
題
の
立
て
方
が
誤
っ
て
い
れ
ば
、
論
の
展
開
と
結
論
は
ま
す
ま
す
誤
り
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
。
吉
永
論
文
の
国
司
と
軍
穀
の
関
係
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と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
平
時
の
兵
部
省
の
軍
事
行
政
、
軍
団
の
平
時
編
成
、
将
軍
指
揮
下
の
戦
時
編
成
に
つ
い
て
明
確
に
区
別
し
て
論
じ
て
い
る
。

に
つ
い
て
の
議
論
は
、
壬
申
の
乱
後
の
評
造
層
の
軍
事
力
に
対
す
る
統
制
強
化
を
論
じ
る
た
め
の
前
振
り
で
あ
る
が
、
軍
団
が
「
郡
界
を
越
え
た
領
域
を
管
す
る
官
司
」

(
三
九
頁
)

で
あ
る
と
か
、

「
兵
士
は

軍
団
入
営
の
際
、

-
・
様
々
な
戎
具
を
持
参
す
る
」

(四

O
頁
)
、

「
軍
毅
は
本
来
国
司
が
為
す
べ
き
軍
事
行
政
を
請
け
負
っ
て
い
る
」

(
四
二
頁
)
、

「
軍
毅
は
国
司
構
成
員
と
し
て
の
側
面
が
強
い
」

同

上
)
、

「
兵
士
歴
名
簿
作
成
・
・
作
業
は
国
司
に
奪
わ
れ
て
い
る
」

(
四
七
頁
)
、

「
国
司
に
軍
団
を
管
理
さ
せ
、
独
立
性
を
与
え
ま
い
と
す
る
中
央
政
府
の
意
図
」

(
四
七

1
四
八
頁
)
な
ど
の
思
い
付
き
・

思
い
込
み
・
思
い
入
れ
が
、
さ
し
た
る
根
拠
も
な
く
次
々
に
開
陳
さ
れ
て
い
く
。

つ
い
で
壬
申
の
乱
を
直
接
的
要
因
と
す
る
天
武
・
持
続
朝
の
軍
制
改
革
に
つ
い
て
、

「
国
宰
に
よ
る
統
治
貫
徹
に
必
要
な
軍
事

力
創
設
」

(
五
二
頁
)
、

「
規
模
も
限
定
し
た
新
た
な
軍
事
力
の
創
設
は
・
・
・
ク
ー
デ
タ
ー
再
発
防
止
の
面
で
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
」

(
五
三
頁
)
と
論
じ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
認
識
が
現
実
的
で
は
な
い

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
ま
た
持
続
三
年
(
六
八
九
)

の
戸
籍
作
成
・
兵
士
点
定
詔
に
つ
い
て
「
正
確
な
戸
籍
を
作
成
す
る
た
め
浮
浪
・
盗
賊
を
断
つ
こ
と
を
当
座
の
目
的
と
し
て
」
兵
士
を
点
定
し
(
五
三

頁
)
、

「
国
宰
や
評
督
が
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
平
時
の
軍
兵
量
を
、
従
来
徴
発
可
能
で
あ
っ
た
最
大
量
の
四
分
の
一
に
制
限
・
限
定
し
、
軍
役
負
担
者
を
明
確
化
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
(
五
三
頁
)
と
す
る

が
、
氏
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
は
突
飛
で
あ
る
し
無
理
で
あ
る
。
初
め
て
の
本
格
的
戸
籍
作
成
と
同
時
に
籍
帳
に
も
と
づ
く
徴
兵
制
を
開
始
し
た
と
い
う
の
が
共
通
理
解
で
あ
り
、

「
其
兵
士
者
、
毎
於
一
園
、

四
分
市
点
其
一
、
令
習
武
事
」

の
四
分
の
一
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
そ
の
共
通
認
識
に
立
っ
た
う
え
で
の
見
解
の
相
違
で
あ
る
。
氏
の
理
解
は
こ
の
共
通
認
識
を
超
越
し
て
い
る
。
持
続
三
年
詔
に
つ
い
て
の
私

の
理
解
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

吉
永
氏
に
は
、
立
論
の
前
提
で
あ
り
結
論
で
も
あ
る
「
壬
申
の
乱
」

H
ク
ー
デ
タ
ー
再
発
防
止
、

「
白
村
江
の
敗
戦
」

H
侵
略
防
止
と
い
う
着
想
を
根
本
か
ら
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、
早
く



気
付
い
て
ほ
し
い
。

叫
兵
士
の
「
令
条
内
雑
使
」
に
は
、
国
内
上
番
中
の
兵
士
に
使
役
対
象
が
限
定
さ
れ
る
場
合
(
①
②
@
@
)
と
、
国
内
上
番
中
兵
士
に
限
定
さ
れ
な
い
「
当
処
兵
士
」
を
使
役
対
象
と
す
る
場
合
(
③
⑦
③
)
が

あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
違
い
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

au 
判
中
尾
氏
も
令
条
の
兵
士

「
役
務
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
箇
所
で
は

(
作
成
し
た
表
で
も
)
、
さ
す
が
に
兵
士
の
国
府
守
衛
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
「
国
内
要
地
等
の
守
衛
」

(
五
五
頁
)
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、

別
の
箇
所
で
は
、

天
平
十
一
年
(
七
三
九
)

の
兵
士
暫
停
、
延
暦
十
一
年
(
七
九
二
)

の
兵
士
制
の
廃
止
日
健
児
制
へ
の
転
換
の
と
き
の

「
国
府
」
守

衛
文
言
を
含
む
史
料
を
も
と
に

「
国
内
要
地
の
守
衛
」

の
な
か
に
さ
り
げ
な
く
国
府
守
衛
を
滑
り
込
ま
せ
て
い
る
。
中
尾
氏
は
国
府
守
衛
を
「
令
条
に
明
確
な
規
定
を
も
っ
役
務
」
と
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
形
で
暖
味
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
国
府
守
衛
を
兵
庫
守
衛
と
同
列
に
み
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
ら
ば
な
ぜ
国
府
守
衛
が
令
条
に
規
定
さ
れ

て
い
な
い
の
か
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

勾

d叫
中
尾
氏
も
捕
亡
令
罪
人
追
捕
規
定
を
「
軍
団
兵
士
の
み
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
」
、

「
日
常
一
般
的
・
恒
常
的
に
行
わ
れ
た
と
は
い
い
難
い
」

(
玉
七
頁
)
と
し
、
、
最
重
要
「
役
務
」

で
あ

る
守
衛
・
訓
諌
と
同
じ
重
要
性
は
認
め
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

別
職
員
令
神
祇
官
条
の
使
部
の
職
掌
に
つ
い
て
、
集
解
讃
説
は
「
宮
内
雑
事
駆
使
耳
」

戸

別
兵
士
は
も
と
も
と
揺
役
免
(
庸
と
雑
揺
の
免
除
)
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
調
庸
免
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
動
員
さ
れ
た
騎
兵
が
、
兵
士
H
騎
兵
だ
け
で
な
く
百
姓
便
弓
馬
者
も
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
み
な
し

「
官
内
雑
使
耳
」
と
し
て
い
る
。
雑
使
と
「
雑
事
駆
使
」
す
な
わ
ち
「
雑
駆
使
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

て
お
き
た
い
o

mた
と
え
ば
「
捕
亡
令
『
臨
時
発
兵
』
規
定
に
つ
い
て
」

柁
戸
令
定
部
条
は
、
一
六
里
以
上
を
大
郡
、
一
二
里
以
上
を
上
郡
、
八
里
以
上
を
中
郡
、
四
里
以
上
を
下
郡
、
二
里
以
上
を
小
郡
と
す
る
o

m前
掲
拙
稿
注
1
論
文
お
よ
び
「
軍
団
」
(
平
川
南
他
編
『
文
字
と
古
代
の
日
本

2

文
字
に
よ
る
交
流
』
吉
川
弘
文
館
二

O
O五
年
)

的
こ
の
よ
う
な
国
内
上
番
・
国
府
上
番
の
割
り
振
り
を
す
る
の
は
大
変
な
事
務
量
で
あ
る
。
国
司
の
指
示
を
受
け
て
、
軍
団
で
割
り
振
り
表
を
作
成
す
る
の
は
、
軍
団
主
帳
や
嘱
託
職
員
(
外
散
位
・
勲
位
)

(
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
七
九
号

一
九
九
二
年
)

FD 
ワ臼

で

あ
っ
た
。
抽
象
的
に
「
治
安
維
持
活
動
」
を
主
張
す
る
前
に
必
要
な
こ
と
は
、
軍
団
で
何
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
具
体
的
に
考
え
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

胤
拙
稿
前
掲
注
切
論
文

F
同
U柁
吉
永
氏
は
「
当
界
に
軍
団
が
存
在
す
る
場
合
は
共
に
せ
よ
と
す
る
点
や
そ
の
結
果
を
考
に
附
す
点
か
ら
、
軍
毅
が
罪
人
追
捕
の
責
務
を
負
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
」
る

(
四
一
頁
)
と
す
る
が
、
本
文

で
述
べ
る
よ
う
に
「
当
界
」
と
は
軍
団
所
在
郡
内
で
あ
り
、
軍
団
が
な
い
郡
は
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
。
武
装
兵
士
の
動
員
に
は
「
発
兵
勅
符
」
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
軍
団
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
発
給
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、

軍
団
に
「
発
兵
」

し
て
の

「
罪
人
追
捕
」
権
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

「
共
に
」
と
い
う
の
は
国
郡
司
に
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
発
兵
手
続
き

を
踏
ま
な
い
場
合
は
、
非
武
装
の
兵
士
集
団
を
引
率
し
て
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
。


